
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係

i
円
山
応
挙
の
人
物
図
研
究
序
説
一

佐
々
木
　
丞
　
平

　
　
　
　
　
　
　
　
繭
　
は
じ
め
に

　
　
　
こ
の
小
論
で
は
、
外
科
書
及
び
相
書
の
中
に
見
ら
れ
る
人
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
描
写
を
考
察
の
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
外
科
書
及

　
　
び
相
書
が
応
挙
の
絵
画
作
品
と
し
て
の
人
物
表
現
に
ど
の
よ
う
な
形
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
写
生
派
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
応
挙
は
、
作
画
に
あ
た
り
、
常
に
実
在
の
物
の
形
を
写
生
し
、
そ
の
写
生
を
元
に
、
整
理
し
構
成
す

　
　
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
単
に
物
の
形
を
見
え
る
が
ま
ま
に
写
す
の
み
と
い
う
態
度
と
は
明
ら
か
に
異
な
る

　
　
点
を
、
我
々
は
応
挙
の
作
品
の
中
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
相
異
点
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
人
物
図
に
限
っ
て
考
察

　
　
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
他
の
画
家
達
の
作
品
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
紙
人
形
の
よ
う
に
平
ら
な
人
体
や
、
実
際
に
は

　
　
不
可
能
な
よ
う
な
動
き
や
形
体
は
、
応
挙
の
人
物
図
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
ず
応
挙
の
人
物
図
は
人
体
と
し
て
自
然
で
あ
り
、
動
き

　
　
に
よ
る
人
体
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
体
の
厚
み
、
年
齢
、
そ
の
人
物
の
品
格
に
至
る
ま
で
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
も

　
　
ち
ろ
ん
、
彼
の
作
品
の
元
と
な
る
の
は
徹
底
し
た
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
作
品
に
ま
で
引
き
上
げ
る
時
に
プ
ラ

　
　
ス
さ
れ
る
何
か
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
素
材
の
味
を
引
き
立
た
せ
る
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
の
役
目
を
し
て
い

　
　
る
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
。
こ
の
小
論
で
は
、
そ
の
引
き
立
て
役
を
し
て
い
る
要
素
を
解
き
明
か
し
、
で
き
れ
ば
、
彼
の
頭
の
中
で
の
作

53

@
画
活
動
、
絵
画
思
想
や
そ
の
精
神
に
ま
で
も
迫
っ
て
み
た
い
。

14　
　
　
　
　
　
江
戸
蒔
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
三

　
円
山
応
挙
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
で
あ
り
、
又
、
友
人
、
且
つ
又
、
色
々
な
面
で
応
挙
の
師
で
も
あ
っ
た
円
満
院
門
主
祐
常
（
享
保
八
年

　
　
　
一
七
七
三

一
安
永
二
年
）
は
、
嘗
て
諸
事
万
端
に
亘
る
雑
記
録
『
萬
誌
』
を
書
き
残
し
た
。
宝
暦
十
一
年
か
ら
安
永
二
年
の
没
年
に
至
る
も
の
が

現
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
、
応
挙
が
祐
常
と
か
わ
し
た
絵
画
に
関
す
る
言
葉
が
か
な
り
詳
細
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

れ
は
、
い
わ
ぽ
応
挙
の
絵
画
論
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
全
貌
に
つ
い
て
は
既
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
絵

画
論
の
中
に
は
、
応
挙
絵
画
の
本
質
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
次
の
言
葉
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
こ

の
小
論
を
草
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
骨
法
相
法
ハ
稲
置
ヲ
用
フ
ベ
シ
、
三
才
図
会
ノ
内
ニ
モ
之
有
リ
、
骨
法
ハ
戸
田
数
馬
ヨ
リ
到
来
ノ
外
科
書
崩
内
二
図
之
レ
有
り
、
相

考
フ
ベ
シ
、
画
二
尤
良
」

　
こ
れ
は
明
和
四
年
（
一
七
六
七
年
－
応
挙
三
十
五
歳
）
に
応
挙
が
語
っ
た
言
葉
と
し
て
祐
常
の
手
で
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
初
め
て
応
挙
は
相
書
と
外
科
書
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
画
二
尤
良
」
、
即
ち
、
絵
を
描
く
際
、
こ
う

い
つ
た
も
の
は
非
常
に
役
立
つ
も
の
、
貴
重
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
し
か
し
、
応
挙
自
身
は
、
外
科
書
、
相
書
の
重
要

性
を
暗
示
こ
そ
す
れ
、
自
ら
の
人
物
図
制
作
の
秘
密
を
未
だ
明
か
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
人
物
表
現
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
外
科
書
、
相
書
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
状
況
を
概
観
し
、
更
に
応
挙
の
人
体
表
現
に
及
ぼ
し

た
影
響
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

二
　
外
科
書
と
は

　
外
科
書
と
は
、
元
来
、
金
瘡
の
書
と
呼
ば
れ
て
い
る
類
の
も
の
で
あ
る
。
金
瘡
と
い
う
言
葉
が
意
味
す
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
、
切
り

傷
、
刀
傷
の
こ
と
で
、
切
り
傷
、
刀
傷
の
治
療
の
為
の
書
と
い
う
の
が
本
来
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
武
士
が

登
場
し
、
彼
等
が
戦
場
で
得
た
治
療
の
体
験
が
、
こ
う
し
た
金
瘡
の
書
を
生
む
母
胎
を
形
成
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
金
瘡
の
書
、
即
ち
外
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科
書
は
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
人
体
の
解
剖
に
も
深
く
か

か
わ
る
こ
と
と
な
り
、
後
に
は
、
外
科
書
は
解
剖
書
（
解
体
書
）
と
ほ
と
ん
ど
同
義
語
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
外
科
書
の
歴
史
は
医
学
史
の
分
野
に
お
い
て
、
既
に
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
借
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
の
歴
史
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
次
の
よ
う
な
状
況
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
接
点
が
特
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
外
科
書
の
歴
史
に
お
い
て
、
ま
ず
、
室
町
末
・
桃
山
期
に
お
け
る
南
蛮
即
ち
ポ

ル
ト
ガ
ル
と
の
接
触
、
そ
し
て
、
江
戸
期
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
接
触
と
い
う
二
つ
の
事
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
文
十
二

年
（
一
五
四
三
）
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
鉄
砲
の
伝
来
、
続
い
て
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
来
朝
等

を
契
機
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
風
が
日
本
に
吹
き
寄
せ
、
他
の
文
化
現
象
と
同
様
、
外
科
書
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
前
の
、

い
わ
ば
和
漢
外
科
全
盛
の
時
代
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
を
受
け
た
南
蛮
外
科
の
登
場
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
や
が
て
江

戸
時
代
に
入
り
、
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
日
本
か
ら
占
め
出
さ
れ
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
代
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
が
日
本
と
交
渉

を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
紅
毛
外
科
が
徐
々
に
南
蛮
外
科
に
と
っ
て
代
わ
る
。
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
は
、
い
わ
ば
、

そ
う
し
た
南
蛮
外
科
と
紅
毛
外
科
の
交
代
が
加
速
度
的
に
行
な
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
紅
毛
外
科
優
勢
の
時
代
に
移

行
し
て
行
く
。
そ
し
て
、
十
九
世
紀
に
入
る
と
、
最
早
、
外
科
書
に
お
い
て
も
、
紅
毛
外
科
、
即
ち
蘭
学
が
大
勢
を
占
め
、
そ
れ
が
や
が

て
幕
末
・
明
治
に
か
け
て
、
英
米
医
学
か
ら
ド
イ
ツ
医
学
へ
と
移
り
行
く
の
で
あ
る
。
円
筆
下
挙
が
係
わ
り
を
持
っ
た
の
は
、
十
八
世
紀

後
半
、
即
ち
、
紅
毛
外
科
優
位
の
中
で
、
漢
方
的
外
科
と
の
共
存
が
見
ら
れ
た
野
里
折
衷
期
の
外
科
書
で
あ
っ
た
。

　
右
の
よ
う
な
大
き
な
流
れ
を
ま
ず
念
頭
に
お
く
と
、
外
科
書
は
次
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。

　
ω
　
伝
統
的
、
漢
方
的
な
和
漢
外
科
書

　
②
　
通
詞
等
を
通
し
て
得
た
ヨ
ー
μ
ッ
パ
外
科
の
知
識
を
も
と
に
成
立
し
た
外
科
書

　
③
　
輸
入
外
科
書
（
解
剖
書
）
と
そ
の
日
本
で
の
抄
訳
・
翻
刻

　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
五
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哲
学
研
究
　
　
笈
〃
五
百
五
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
六

　
㈲
　
日
本
で
実
施
さ
れ
た
解
剖
の
記
録
と
し
て
の
外
科
書

　
こ
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
整
理
分
類
さ
れ
た
外
科
書
は
、
先
に
概
略
を
述
べ
た
外
科
書
の
史
的
展
開
か
ら
言
え
ば
、
次
の
よ
う
に
も
な

る
。
ω
の
漢
方
的
和
漢
外
科
書
は
、
常
に
底
流
と
し
て
十
八
世
紀
末
ま
で
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
伝
統
的
な
外
科
的
知
識
に
対
し
、
②
、

③
、
ω
の
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
相
識
な
り
合
い
な
が
ら
順
次
立
ち
現
わ
れ
て
、
ω
の
伝
統
的
知
識
に
対
し
新
た
な
局
面
を
見
せ
て
行

く
。
そ
し
て
、
十
八
世
紀
は
正
に
、
③
、
＠
ゆ
の
時
代
で
あ
り
、
円
山
応
挙
も
、
こ
の
新
た
な
知
識
に
よ
っ
て
刺
激
を
与
え
ら
れ
た
時
代
に

生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
江
戸
風
に
お
け
る
外
科
書
が
、
応
挙
の
、
絵
画
と
し
て
の
人
体
表
現
に
与
え
た
意
味
や
そ
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
こ
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
内
容
を
検
討
し
つ
つ
、
そ
の
手
掛
り
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　
ω
　
伝
統
的
漢
方
的
和
漢
外
科
書

　
応
挙
が
深
く
か
か
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
③
、
㈲
で
あ
る
が
、
㈲
、
ω
が
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
い
か
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、

又
、
そ
う
し
た
文
化
の
流
れ
が
応
挙
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
か
を
知
る
た
め
に
、
こ
こ
で
ま
ず
、
ω
、
②
か
ら
見
て
行
く
こ
と
に

し
よ
う
。

　
外
科
書
が
元
来
、
金
瘡
の
書
を
意
味
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
し
て
、
金
瘡
の
書
と
し
て
、
後
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の

は
、
延
文
十
二
年
（
一
三
五
七
）
に
編
さ
れ
た
『
金
瘡
之
書
全
部
』
で
あ
る
。
こ
の
書
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
伝
統
的
な
五
臓
六
騎
説
で

あ
っ
て
、
和
漢
外
科
期
の
典
型
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
血
を
止
め
る
方
法
と
し
て
、
「
足
毛
馬
ノ
尿
ヲ
以
テ
同
馬

ノ
ク
ソ
ヲ
十
度
斗
シ
，
オ
シ
シ
テ
黒
焼
ニ
シ
付
ケ
ル
」
と
か
、
傷
の
鎮
痛
に
、
「
若
干
（
ヲ
ロ
シ
タ
ル
子
也
）
ノ
粉
ヲ
三
銭
湯
ニ
チ
モ
酒

ニ
チ
モ
可
、
可
呑
。
女
人
ノ
孕
ミ
テ
四
、
五
月
ニ
テ
ヲ
ロ
シ
タ
ル
子
ヲ
用
ユ
ナ
リ
」
と
い
っ
た
風
に
、
薬
方
や
壼
血
、
鎮
痛
等
に
多
分
に

呪
術
的
、
マ
ジ
ッ
ク
的
な
面
が
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
や
が
て
、
漢
方
医
学
の
定
本
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
が
中
国
で
出
版
さ
れ
た
。
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
陳
黒
蟻
ら
の
編
集



に
か
か
る
「
外
科
正
宗
」
で
、
こ
れ
は
寛
文
三
年
（
…
六
六
三
）
日
本
で
も
翻
刻
さ
れ
（
図
1
）
、
更
に
、
伊
良
子
光
顕
校
訂
『
新
刻
秘

授
外
科
白
髪
全
書
』
（
宝
暦
三
年
－
一
七
五
三
－
序
）
の
よ
う
な
形
で
も
受
け
つ
が
れ
、
漢
方
医
学
の
底
流
を
形
づ
く
る
。
こ
の
『
外

科
正
宗
』
で
は
、
体
に
現
わ
れ
る
様
々
な
症
状
と
、
そ
の
治
療
法
が
記
述
さ
れ
、
図
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
際
の
治
療

に
か
な
り
有
効
な
実
践
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
の
よ
う
な
実
際
の
書
と
し
て
の
外
科
書
は
相
当
の
需
要
が
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
貞
享
二
年
（
】
六
八
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
外
科
二
方
規
矩
」
（
図
2
）
は
、
い
わ
ば
『
外
科
正
宗
』
の
日
本
語
駁
の
よ
う

な
も
の
で
、
平
易
な
艮
本
語
で
書
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
豊
富
な
挿
図
が
見
ら
れ
る
、
一
般
大
衆
向
け
の
か
な
り
通
俗
的
な
書
物
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
種
の
漢
方
外
科
を
物
語
る
今
一
つ
は
『
三
才
図
会
』
で
、
そ
の
中
の
「
身
体
し
纏
に
は
、
『
外
科
正
宗
』
『
外
科
衆
方
規

矩
』
と
い
っ
た
外
科
書
に
見
ら
れ
た
の
と
同
様
の
症
状
の
認
知
と
処
置
と
い
う
、
き
わ
め
て
実
践
的
、
実
際
的
な
面
も
窺
え
る
が
（
図
3
！

1
）
、
他
方
、
ご
く
素
朴
な
解
剖
学
的
側
面
も
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
五
臓
六
野
説
で
あ
っ
て
、
そ

れ
に
則
っ
た
形
で
人
体
の
内
部
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
図
示
さ
れ
た
五
臓
六
扇
は
い
ず
れ
も
観
念
的
模
型
的
で
、
解
剖
書
と
し
て
は
き

わ
め
て
不
正
確
な
上
、
な
お
儒
教
的
で
あ
っ
て
、
五
臓
六
区
夫
々
に
神
を
設
定
し
、
臓
器
の
形
も
そ
こ
に
宿
る
神
の
形
そ
の
も
の
、
即
ち
、

朱
雀
、
鳳
鳳
、
竜
虎
等
々
の
象
徴
と
考
え
る
の
で
あ
る
（
図
3
1
2
）
。
こ
の
『
三
才
図
会
』
に
見
る
人
間
の
身
体
や
内
済
に
対
す
る
関

心
は
、
日
本
で
も
紹
介
、
翻
刻
さ
れ
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
（
正
徳
三
年
－
一
七
二
一
一
）
（
図
4
）
や
『
聖
岳
図
説
』
（
享
保
七
年
一
一

七
二
二
）
（
図
5
）
等
の
中
に
受
け
継
が
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
②
　
通
詞
等
を
通
し
て
得
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
の
知
識
を
も
と
に
成
立
し
た
外
科
書

　
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
の
影
響
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
室
町
末
・
桃
山
時
代
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
接
触
を
通
し
て
で
あ
る
こ
と
は
既

57

@
に
述
べ
た
。
い
わ
ゆ
る
南
蛮
外
科
が
新
た
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
外
科
書
の
一
つ
は
『
外
療
新
明
集
』
（
図

14　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
七
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6
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
の
初
版
で
あ
る
が
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
版
や
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
版
の
も

の
ま
で
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
種
の
外
科
書
が
根
強
い
人
気
を
持
っ
て
い
た
こ
ど
を
物
語
る
。
こ
の
種
の
外
科
書
の
特
色
は
、

治
療
に
多
く
の
膏
薬
を
使
用
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
漢
方
的
、
本
草
的
な
面
が
強
い
一
方
、
従
来
の
和
漢
外
科
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
南

蛮
流
で
あ
る
油
薬
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　
中
村
宗
環
の
著
『
紅
毛
外
科
療
治
集
』
（
寛
保
元
年
i
＝
ハ
八
四
）
（
図
7
）
は
従
来
の
外
科
書
と
は
や
や
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
で
、

自
ら
が
診
療
治
療
に
当
っ
た
、
い
わ
ば
観
察
の
記
録
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
解
剖
の
知
識
を
得
な
が
ら
も
、
信
念
と

し
て
は
な
お
五
臓
六
臆
説
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
版
に
な
る
『
阿
蘭
陀
外
科
指
南
』
（
図
8
）
で

は
、
こ
こ
で
も
非
常
に
伝
統
的
な
漢
方
処
方
が
あ
る
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
油
薬
や
薬
草
に
よ
る
処
方
が
見
ら
れ
る
と
同
時
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な
心
臓
解
剖
や
そ
の
生
理
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
画
期
的
な
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
享
保

年
間
に
入
る
と
益
々
強
く
な
り
、
当
時
、
二
大
主
流
派
と
な
っ
て
い
た
外
科
の
一
つ
、
栗
崎
流
外
科
の
外
科
書
で
あ
っ
た
『
南
蛮
流
栗
崎

金
瘡
本
末
擁
奇
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
心
ハ
肺
管
ノ
下
、
隔
膜
ノ
上
二
有
テ
、
背
ノ
第
五
ノ
椎
二
付
、
其
形
尖
円
ニ
シ
テ
蕊
ノ
如
シ
、
其
中
二
籔
ア
リ
、
多
少
同
シ
カ
ラ
ス
、

四
ノ
系
有
テ
四
臓
二
通
ス
」
。
こ
の
よ
う
な
記
載
を
見
る
と
、
実
際
に
解
剖
さ
れ
た
人
体
を
観
察
し
て
の
記
録
と
い
う
面
が
強
く
感
じ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
四

　
吉
雄
流
外
科
は
、
栗
崎
流
外
科
と
共
に
十
八
世
紀
の
外
科
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
吉
雄
流
の
祖
、
吉
雄
耕
牛
（
享
保
九
一
寛

一
八
O
O

政
十
二
）
の
外
科
は
、
そ
れ
ま
で
の
阿
蘭
陀
外
科
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
耳
学
問
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
直
接
蘭
書
を
読
み
、
そ
の
疑

問
点
を
蘭
医
に
問
う
と
い
っ
た
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
面
が
登
場
し
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
②
に
分
類
さ
れ
た
も
の
は
、

い
ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
の
影
響
を
強
く
受
け
、
そ
の
知
識
を
吸
収
し
た
外
科
術
や
外
科
書
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
と
い

っ
て
も
よ
い
程
、
ω
の
和
漢
外
科
書
的
傾
向
に
ひ
き
戻
さ
れ
、
五
臓
六
腋
説
か
ら
完
全
に
は
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、



②
の
外
科
書
類
に
つ
い
て
は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
は
、
外
科
書
の
容
相
が
従
来
と
は
か
な
り
変
化
を
き
た
し
、
人
間
の
体
そ
の
も
の
に
対

す
る
関
心
が
ど
ん
ど
ん
と
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
書
（
解
剖
書
）
が
輸
入

さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
抄
訳
さ
れ
た
り
翻
刻
さ
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

　
③
　
輸
入
外
科
書
（
解
剖
書
）
と
日
本
で
の
抄
訳
・
翻
刻

　
　
栖
民
心
由
の
著
に
な
る
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
（
図
9
）
は
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
、
栖
達
意
山
が
オ
ラ
ソ

　
　
ダ
の
医
師
達
か
ら
学
ん
だ
外
科
に
関
す
る
事
柄
の
メ
モ
や
筆
記
を
整
理
し
、
そ
れ
に
自
分
の
経
験
を
加
え
た
も
の
で
、
そ
の
際
、
オ
ラ
ソ

　
　
ダ
の
医
師
達
は
パ
レ
（
》
ヨ
ぴ
吋
Q
同
の
O
　
］
叩
P
直
凪
Φ
　
H
㎝
戸
O
I
O
O
）
外
科
書
（
図
1
0
）
の
蘭
訳
本
を
奨
め
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
『
紅
夷
外
科

　
　
宗
伝
』
の
中
に
も
パ
レ
本
の
内
容
、
あ
る
い
は
挿
図
と
同
一
の
も
の
が
あ
り
、
こ
の
本
の
影
響
、
特
に
そ
の
中
の
挿
図
は
、
『
手
術
図
』

　
　
（
伊
良
子
家
蔵
）
、
『
金
瘡
鉄
鞭
療
治
取
巻
』
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
、
『
外
科
手
術
図
巻
』
（
神
戸
市
立
美
偲
館
蔵
）
等
の
形
で
流
布

　
　
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
の
「
金
瘡
跣
撲
療
治
之
書
」
の
巻
か
ら
集
録
さ
れ
た
手
術
図
で
、
刀
や
槍
の
傷
、

　
　
あ
る
い
は
手
足
の
切
断
等
、
き
わ
め
て
実
際
的
な
処
置
の
方
法
と
道
具
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
杉
田
玄
白
が
『
蘭
学
事
始
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
ハ
イ
ス
チ
ル
の
外
科
書
（
図
1
1
）
で
あ
る
。
明
和
四
年
か
ら

　
　
五
年
の
頃
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
江
戸
参
府
を
行
っ
た
際
、
そ
の
一
行
の
大
通
詞
と
し
て
同
行
し
て
い
た
吉
雄
耕
牛
に
こ
の
書
物
を
見
せ

　
　
ら
れ
、
そ
の
挿
図
が
和
漢
の
医
書
と
あ
ま
り
に
違
っ
て
精
妙
な
の
で
、
そ
れ
を
見
て
い
る
だ
け
で
眼
前
が
開
け
る
思
い
が
し
、
玄
白
は
こ

　
　
の
本
を
借
り
受
け
て
徹
夜
で
模
写
を
し
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ハ
イ
ス
チ
ル
外
科
書
は
、
一
七
一
八
年
に
初
版
が
出
さ
れ
、
そ
の

　
　
後
も
版
を
重
ね
る
と
同
時
に
蘭
訳
本
も
一
七
四
一
年
に
は
出
来
上
っ
て
い
た
。
第
一
部
に
は
創
傷
、
骨
折
、
捻
挫
、
国
事
等
の
症
状
が
述

　
　
べ
ら
れ
、
第
二
部
で
は
各
所
の
手
術
手
技
が
論
ぜ
ら
れ
、
そ
し
て
第
三
部
で
は
各
部
位
の
包
帯
法
が
示
さ
れ
る
、
と
言
っ
た
、
き
わ
め
て

59
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実
用
的
な
書
物
で
あ
っ
た
。
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四
六
〇

　
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
、
周
防
の
人
、
鈴
木
四
二
は
『
和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図
』
（
図
1
2
）
と
題
す
る
外
科
書
を
出
版
し
た
。
図
は
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

都
の
竹
井
面
輔
と
い
う
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
レ
ン
メ
リ
ン
の
解
剖
書
（
図
1
3
）
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

つ
た
。
こ
の
書
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
長
崎
の
和
蘭
通
詞
で
あ
っ
た
本
木
庄
太
夫
が
素
人
向
け
に
既
に
作
り
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

天
和
一
、
二
年
（
一
六
八
一
一
二
）
と
想
定
さ
れ
る
当
時
、
西
洋
解
星
学
の
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
解
剖
書
の
価
値

は
認
め
ら
れ
ず
、
消
滅
し
か
け
て
い
た
も
の
を
鈴
木
定
心
が
複
刻
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
レ
ソ
メ
リ
ソ
の
原
本
に
比
べ
る
と
、
そ
の
精

巧
の
度
合
に
は
格
段
の
差
の
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
人
形
に
切
り
抜
か
れ
た
内
部
の
紙
を
一
枚
一
枚
め
く
っ
て
行
け
ば
、
筋
肉
、
血

管
、
内
臓
各
種
、
骨
格
と
順
を
追
っ
て
立
ち
現
わ
れ
、
素
人
に
で
も
人
体
内
部
の
構
造
が
解
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
、

外
科
書
の
普
及
版
と
い
え
る
も
の
で
、
一
般
の
人
々
に
、
人
体
の
構
造
の
基
本
を
知
ら
し
め
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
は
、
日
本
で
の
解
剖
書
の
翻
訳
翻
刻
に
関
す
る
画
期
的
な
事
業
と
い
え
る
『
解
体
新
書
』
（
図
1
4
）
が
出

版
さ
れ
た
。
こ
の
翻
訳
本
の
出
版
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
杉
田
四
白
の
『
星
学
事
始
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
簡
単
に
触

れ
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
春
の
こ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
江
戸
参
府
の
宿
舎
で
見
せ
ら
れ
た
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
』
と
『
ヵ
ス

パ
リ
ュ
ス
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
と
い
う
人
体
解
剖
の
書
物
が
ど
う
し
て
も
欲
し
く
て
、
藩
の
家
老
に
願
い
出
、
そ
の
図
解
書
を
買
っ
て
も
ら

っ
た
。
こ
の
書
に
見
え
る
精
巧
な
挿
図
と
実
物
と
を
一
度
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
丁
度
そ
の
時
、
千
住
の
骨
が
原
（
小

塚
原
）
で
の
腋
分
け
（
人
体
解
剖
）
見
物
の
さ
そ
い
を
受
け
た
。
そ
し
て
そ
の
現
場
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
書
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る

と
、
ど
の
図
も
実
物
と
は
寸
分
違
わ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
和
漢
の
古
来
の
医
書
に
説
か
れ
て
い
る
肺
の
六
葉
・
両
耳
、
あ
る
い
は
肝
臓
の

左
三
葉
・
右
四
葉
と
い
っ
た
も
の
の
区
別
も
実
際
に
は
な
く
、
腸
や
胃
の
位
置
、
形
状
も
昔
か
ら
の
説
と
は
大
い
に
異
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ

解
剖
書
の
正
確
さ
に
感
服
し
た
。
こ
れ
が
刺
激
と
な
っ
て
、
こ
の
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
　
一
冊
で
亀
翻
訳
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
、



　
　
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
翻
訳
が
始
ま
っ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
解
体
新
書
』
は
実
際
に
は
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ

　
　
ァ
』
一
冊
の
翻
訳
で
は
な
く
、
当
時
、
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
解
剖
書
か
ら
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
引
用
さ
れ
た
書

　
　
物
は
凡
例
の
中
に
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
に
貴
重
な
記
述
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
種
の
記
述
に
よ
っ
て
、
当
時

　
　
概
に
日
本
人
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
解
剖
書
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

　
　
　
　
　
ト
ソ
ミ
ユ
ス
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ス
　
バ
　
ル
　
　
　
（
8
）
　
　
コ
イ
テ
ル
　
　
　
（
9
）
　
　
ア
ン
ブ
　
ル
　
　
　
（
1
0
）

　
　
る
と
、
「
東
米
私
解
体
書
」
（
図
1
5
）
、
「
武
蘭
加
児
解
体
書
」
（
図
1
6
）
、
「
皆
色
巴
児
解
体
書
」
、
「
故
意
火
砲
解
体
書
」
、
「
安
武
児
解
体
書
し

　
　
（
図
1
0
）
等
か
ら
挿
図
を
と
っ
た
と
云
い
、
ま
た
、
更
に
こ
れ
に
加
え
て
、
解
説
を
借
用
し
た
も
の
に
、
山
脇
東
洋
が
所
持
し
て
い
た
ヘ
ス

　
　
リ
ン
キ
ー
ス
（
臼
。
冨
弓
く
。
昏
護
嚇
）
や
、
玄
白
と
同
藩
の
侍
医
で
あ
っ
た
中
川
淳
庵
の
所
持
す
る
パ
ル
フ
ェ
イ
ン
（
甘
碧
勺
⇔
ξ
質
）
（
図
1
8
）

　
　
な
ど
の
名
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
杉
田
玄
白
は
『
和
蘭
医
事
問
答
』
の
中
で
更
に
多
く
の
オ
ラ
ン
ダ
外
科
書
の
名
前
を
褐
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
輸
入
外
科
書

　
　
の
状
況
と
そ
の
内
容
を
窺
う
に
は
こ
れ
だ
け
で
も
十
分
で
あ
ろ
う
。
玄
白
は
、
明
和
四
・
五
年
頃
、
ハ
イ
ス
チ
ル
の
外
科
書
（
図
1
1
）
を

　
　
初
め
て
見
て
驚
き
、
明
和
八
年
冬
一
七
七
一
）
に
は
二
冊
の
解
剖
書
を
手
に
入
れ
、
解
体
新
書
翻
訳
の
き
っ
か
け
と
し
た
。
『
和
蘭
医
事

　
　
問
答
』
の
中
で
は
次
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
、
世
問
で
オ
ラ
ン
ダ
外
科
と
呼
ば
れ
て
い
る
方
里
は
、
決
し
て
オ
ラ

　
　
ン
ダ
の
医
書
を
直
接
に
学
ん
だ
の
で
は
な
く
、
耳
学
問
に
よ
る
聞
き
書
き
を
伝
書
と
し
、
そ
れ
を
秘
伝
と
称
し
て
膏
薬
ぽ
か
り
貼
り
ま
わ

　
　
し
て
い
た
し
、
自
分
達
が
今
ま
で
学
び
信
じ
て
い
た
中
国
の
外
科
と
き
て
は
、
肉
の
上
か
ら
ま
さ
ぐ
り
、
推
量
に
よ
っ
て
人
体
内
部
の
構

　
　
造
を
定
め
た
と
し
か
思
わ
れ
ず
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
血
管
・
骨
格
に
つ
い
て
ま
で
見
当
は
ず
れ
を
云
っ
て
い
る
中
国
の
医
書
は
全
く
信

　
　
用
で
き
な
い
、
と
。
玄
白
の
こ
う
し
た
偽
ら
ざ
る
気
持
が
解
体
新
書
翻
訳
へ
と
駆
り
立
て
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
『
爾
学
事
始
』
や
『
科
蘭
医
事
問
答
』
の
中
で
独
白
さ
れ
る
玄
白
の
言
葉
は
、
全
く
無
の
状
態
か
ら
蘭
学
と
い
う
も
の
を
起
こ
し
た
そ

　
　
の
独
創
と
自
負
を
語
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
江
戸
と
い
う
特
殊
な
場
所
と
、
杉
田
謹
白
と
い
う
特
異

61

@
な
人
物
と
で
織
り
な
す
き
わ
め
て
例
外
的
な
状
況
で
あ
っ
た
と
見
る
の
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。
む
し
ろ
、
玄
白
の
た
ど
っ
た
す
じ
道

14　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
一
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哲
学
研
究
費
五
百
五
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
二

や
思
考
の
過
程
は
、
明
和
期
（
一
七
六
四
－
七
二
）
と
い
う
時
代
の
状
況
や
特
色
を
非
常
に
よ
く
象
卜
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
明
和
期
と
い
う
時
代
そ
の
も
の
が
、
そ
う
い
う
特
色
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
明
和
と
い
う
年
は
、
応
挙
に
と
っ
て
も
、
自
ら
の
作
風
を
形
成
し
て
行
く
上
で
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
が
外
科
書
の
存

在
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
丁
度
こ
う
し
た
状
況
の
真
直
中
の
明
和
四
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と

云
え
よ
う
。

④
　
日
本
で
実
施
さ
れ
た
解
剖
の
記
録
と
し
て
の
外
科
書

　
南
蛮
・
紅
毛
移
行
期
を
経
て
享
保
年
間
以
降
、
あ
る
い
は
十
八
世
紀
以
降
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
に
な
る
と
、
ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
的
解
剖
の
知
識
が
日
本
に
流
れ
込
み
、
ま
た
、
蘭
書
や
福
島
か
ら
知
識
を
直
接
吸
収
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
杉
田
玄
白
に
云
わ
せ
る
と
、
そ
れ
ら
は
、
い
わ
ぽ
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
医
の
分
野
に
入
り
こ
む
か
、
あ
る
い

は
、
通
詞
を
介
し
て
の
医
学
、
つ
ま
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
通
詞
医
学
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
耳
学
問
的
不
正
確
さ
を
彼

は
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
人
体
観
察
の
傾
向
は
、
古
医
方
の
医
家
た
ち
に
も
い
つ
し
か

「
親
試
実
験
」
の
精
神
を
植
え
込
む
こ
と
と
な
り
、
B
本
の
医
学
が
は
っ
き
り
と
西
洋
医
学
と
の
接
点
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
日
本
で
初
め
て
の
解
剖
が
山
脇
東
洋
の
手
で
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
節
で
は
、
実
際
に
臼
本
で
行
な
わ
れ
た
解

剖
の
記
録
と
し
て
の
外
科
書
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

ω
『
人
身
連
骨
真
形
図
』
（
寛
保
元
年
一
一
七
四
一
）
（
図
1
9
）

京
都
の
眼
科
医
で
あ
っ
た
根
来
莱
叔
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
、
刑
に
処
せ
ら
れ
た
二
人
の
遺
骨
が
土
中
に
埋
め
ら
れ
ず
に
あ

っ
た
の
を
調
べ
、
寛
保
元
年
に
全
身
骨
格
の
図
と
説
明
文
を
作
っ
た
。
山
脇
東
洋
に
先
立
つ
験
屍
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
、
観
察
を
し
て



図
を
作
る
と
い
う
、
い
わ
ば
実
証
精
神
の
芽
生
え
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
し
か
し
、
図
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

え
る
も
の
で
は
な
く
、
全
身
の
骨
格
を
わ
か
り
や
す
く
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
的
な
図
で
あ
っ
た
。

決
し
て
写
生
図
と
い

　
＠
『
蔵
志
』
（
宝
暦
九
年
i
一
七
五
九
）
（
図
2
0
）

　
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
山
脇
東
洋
が
京
都
に
お
い
て
初
め
て
官
許
を
得
て
刑
死
体
を
解
剖
し
た
時
の
記
録
で
、
五
年
後
の
宝
暦
九
年

（一

ｵ
五
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
図
は
木
版
筆
彩
で
あ
る
が
、
原
図
は
伊
勢
の
人
で
、
東
洋
の
弟
子
で
あ
っ
た
浅
沼
佐
盈
の
筆
に
な
る
。

浅
沼
墨
型
は
後
に
は
京
都
で
円
山
応
挙
の
門
に
入
っ
た
と
も
云
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
挿
図
は
、
人
体
解
剖
図
と

し
て
の
科
学
的
正
確
さ
に
欠
け
る
が
、
実
際
に
人
体
の
内
景
を
見
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
臓
器
の
位
置
等
は
比
較
的
正
確
で
、

イ
ラ
ス
ト
的
な
わ
か
り
易
さ
を
特
色
と
し
て
い
る
。

　
山
脇
東
洋
の
行
っ
た
こ
の
解
剖
の
所
見
は
、
結
果
的
に
は
五
臓
六
騎
説
に
と
ら
わ
れ
た
誤
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
杉

田
玄
白
は
『
形
影
夜
話
』
の
中
で
、
「
自
ら
下
等
し
て
従
来
の
旧
説
を
改
め
、
古
書
に
よ
り
て
慧
智
の
目
を
唱
へ
、
古
今
の
大
骨
を
正
し

給
へ
る
と
て
臓
志
を
著
し
給
へ
ど
も
、
質
駒
確
実
の
所
に
至
ら
ず
、
聯
か
実
に
就
て
基
本
を
明
か
に
す
べ
し
と
い
ふ
の
端
を
曝
せ
ら
れ
し

と
い
ふ
ま
で
な
り
」
と
云
っ
て
、
古
医
方
の
医
家
の
示
し
た
「
親
試
実
験
」
の
限
界
を
明
確
に
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
事
物
を
見
る
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
し
た
点
、
『
蔵
志
』
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
訳
で
あ
り
、
東
洋
の
男
、
山
脇
侃
が
『
撃
茎
』
の
後
序
で
「
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
名
と
昭
々
乎
と
し
て
、
猶
、
日
月
の
覆
ふ
べ
か
ら
ざ
る
也
。
し
か
し
て
夫
の
朦
朧
た
る
も
の
は
、
一
に
膵
舞
し
て
散
ず
」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
試
み
を
通
し
て
、
眼
前
の
霧
が
は
れ
視
界
が
見
る
見
る
開
け
る
思
い
を
経
験
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

1463

の
『
解
屍
篇
』
（
明
和
九
年
－
一
七
七
二
）
（
図
2
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
六
　
　
一
七
七
二

古
河
藩
医
河
口
信
任
（
元
文
元
一
安
永
元
）
は
京
都
所
司
代
に
任
ぜ
ら
れ
た
藩
主
に
同
行
し
て
京
都
に
来
た
が
、
そ
の
翌
明
和
七
年
、

　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
入
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
三



1464

　
　
　
　
折
獄
学
研
究
　

雌
昂
五
｝
田
五
十
占
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
四

刑
死
体
を
解
剖
す
る
機
会
を
得
た
。
師
荻
野
特
認
は
じ
め
、
七
賢
が
こ
の
解
剖
に
立
ち
合
っ
た
が
、
そ
の
中
に
「
鯨
没
明
夙
夜
平
安
人
」

と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
は
京
の
文
人
画
家
青
木
夙
夜
の
こ
と
で
、
こ
の
画
家
が
解
剖
記
録
の
図
を
描
く
こ
と
に
な
る
。

　
解
剖
の
所
見
は
『
蔵
志
』
よ
り
か
な
り
優
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
随
所
に
誤
り
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
な
お
五
臓
六
騰
説
か
ら
脱
却
し
切

れ
て
い
な
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
解
剖
の
所
見
そ
の
も
の
は
実
に
リ
ア
ル
で
、
頸
の
断
痕
か
ら
探
っ
て
気
道
食
道
を
調
べ
、
胸

部
を
剥
い
で
肋
骨
を
見
、
心
・
肺
を
検
し
、
続
い
て
腹
を
剥
い
て
皮
下
脂
肪
の
厚
さ
を
計
り
、
腹
腔
内
臓
の
色
男
、
大
小
、
位
置
関
係
を

調
べ
、
次
に
背
骨
を
解
い
て
四
肢
に
及
び
、
骨
節
機
関
を
見
て
更
に
臓
胴
を
夫
々
見
た
後
、
頭
蓋
、
そ
し
て
胆
魂
を
横
刻
し
て
髄
を
出
し
、

そ
の
内
面
を
見
て
眼
を
挟
り
系
の
髄
に
通
る
の
を
見
て
い
る
。
こ
の
断
見
の
リ
ア
ル
な
描
写
に
比
し
て
、
挿
図
は
『
蔵
志
』
の
図
解
の
影

響
を
強
く
受
け
た
所
が
あ
り
、
や
は
り
イ
ラ
ス
ト
的
で
、
文
章
の
記
述
が
持
つ
解
剖
の
迫
真
性
は
一
切
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

に
し
て
も
、
解
剖
図
を
文
人
画
家
で
、
や
が
て
池
大
雅
二
世
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
青
木
夙
夜
が
描
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
味

の
持
た
れ
る
点
で
あ
る
。

　
ω
『
玉
砕
臓
図
』
（
明
和
八
年
i
一
七
七
一
）
（
図
2
2
）

　
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
山
脇
東
洋
が
没
す
る
と
、
そ
の
息
東
門
が
父
の
遺
志
を
継
ぎ
、
前
後
三
回
の
解
剖
を
行
っ
た
。
そ
の
第
一

回
は
明
和
八
年
（
…
七
七
一
）
に
三
十
四
歳
の
女
刑
屍
を
解
剖
し
た
も
の
で
、
そ
の
時
の
記
録
が
こ
の
『
玉
砕
臓
図
』
で
あ
る
。
画
家
は

菅
誠
意
で
あ
っ
た
が
、
菅
誠
意
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　
本
図
の
特
色
は
、
基
本
的
に
は
『
蔵
志
』
や
『
解
屍
篇
』
と
同
様
、
解
剖
の
際
の
記
録
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
見
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

写
し
た
の
で
は
な
く
、
図
形
化
、
イ
ラ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
解
剖
図
と
し
て
の
意
識
の
上
で
は
あ
ま
り
変
化
が
あ
る
訳
で
は

な
い
が
、
た
だ
明
確
に
異
な
る
の
は
、
こ
の
『
玉
砕
臓
図
』
の
方
が
多
分
に
絵
画
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
図
巻
の
後
半
部
を

な
す
骨
格
図
（
図
2
2
－
2
）
は
最
も
特
徴
的
で
、
明
ら
か
に
日
本
的
な
描
写
で
は
な
く
、
ま
た
、
日
本
人
特
有
の
見
方
で
も
な
い
。
肋
骨



の
立
体
性
や
側
面
感
を
も
つ
方
向
性
は
、
当
時
の
日
本
人
に
は
未
だ
描
け
る
も
の
で
は
な
い
。
更
に
明
ら
か
な
の
は
、
線
の
集
合
で
陰
影

を
表
わ
す
と
い
う
西
洋
銅
版
画
の
描
法
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
に
注
目
し
て
み
る
と
、
色
々
と
不
可
思
義
な

所
が
目
に
つ
く
。
図
2
2
1
1
右
の
「
乳
房
半
割
」
は
実
際
の
も
の
を
見
て
こ
の
よ
う
に
描
け
る
訳
で
は
な
い
し
、
左
の
「
剥
胸
腹
先
見
内

肉
」
に
於
て
も
、
胸
を
開
い
た
皮
の
形
式
化
さ
れ
た
表
現
は
、
西
洋
の
解
剖
書
の
影
響
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
解
剖
図
は
女

性
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
腿
部
に
注
目
す
る
と
、
上
部
が
太
く
て
膝
に
近
く
な
る
ほ
ど
細
く
し
ま
っ
た
逆
円
錐
形
を
示
し
て
い
る
。

日
本
女
性
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
著
し
い
変
化
に
乏
し
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ぽ
円
筒
形
に
近
い
形
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
の
に
比
べ

れ
ば
、
や
は
り
西
洋
の
白
人
女
性
特
有
の
も
の
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
足
先
の
表
現
な
ど
は
、
そ
れ
以
前
の
『
蔵
志
』
や
『
解

屍
篇
』
の
場
合
と
全
く
異
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
図
巻
は
、
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
表
現
の
特
色
か
ら
見
て
、
銅
版
画
の
解
剖
書
に
ほ

と
ん
ど
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
解
剖
の
事
実
は
、
い
わ
ば
そ
う
し
た
解
剖
書
の
内
容
確
認
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え

思
え
る
の
で
あ
る
。

　
山
脇
東
門
に
よ
る
第
二
回
の
解
剖
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
、
第
三
回
は
翌
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

『
女
人
内
景
図
』
『
乱
人
七
四
図
』
と
い
う
解
剖
記
録
図
が
残
さ
れ
た
が
、
現
在
そ
の
所
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
恐
ら
く
『
玉

砕
臓
図
』
と
同
じ
傾
向
の
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
㈱
『
平
郎
蔵
図
』
（
天
明
四
年
－
一
七
八
四
）
（
図
2
3
）

　
　
　
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
、
小
石
元
俊
の
指
導
で
行
な
わ
れ
た
解
剖
の
記
録
で
、
平
郎
は
処
刑
さ
れ
た
者
の
名
で
あ
っ
た
。
解
剖
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
十
六
入
が
立
ち
合
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
絵
図
の
記
録
係
と
し
て
、
吉
村
繭
洲
、
村
上
大
道
、
硬
化
周
蔵
の
三
人
置
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
彼
等
は
解
剖
の
現
場
を
写
生
し
、
そ
れ
を
後
日
、
吉
村
蘭
洲
が
清
書
し
た
の
が
こ
の
『
平
郎
蔵
図
』
で
あ
る
。
ま
た
、
薗
洲
の
描
い
た
も

65

@
の
を
息
子
の
吉
村
孝
敬
が
摸
写
し
た
も
の
も
残
さ
れ
て
い
る
（
図
2
3
1
2
）
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
石
田
幽
汀
の
門
人
で
、
円
山
癒

14　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
五
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四
諦
ハ
六

挙
の
相
弟
子
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
、
ま
た
、
多
く
の
場
合
、
円
山
派
の
画
家
達
の
間
に
名
を
連
ね
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
一
般
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
二
九
　
　
　
　
　
一
八
一
六

円
山
派
の
画
家
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
畜
村
濃
洲
（
元
文
四
－
文
化
十
三
）
、
そ
し
て
そ
の
息
で
、
応
挙
の
門
に
入
り
、
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
九
　
　
　
一
八
三
六

門
十
哲
の
一
人
に
も
数
え
ら
れ
た
吉
村
孝
敬
（
明
和
六
－
天
保
七
）
、
こ
の
二
人
が
解
剖
の
写
生
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
円
山
応
挙
周
辺
の
画
家
が
解
剖
図
制
作
に
登
場
し
始
め
た
点
に
注
欲
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
元
俊
の
解
剖
の
意
図
は
、
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

わ
め
て
正
確
を
期
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
元
俊
は
次
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
観
臓
は
山
脇
東
洋
以
来
、
し
ぼ
し
ば
行
な
わ
れ
て
ぎ
た
し
、
図
巻
も
多
い
が
、
西
洋
の
書
に
比
べ
る
と
そ
れ
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
『
平
郎
蔵
図
』
が
西
洋
の
書
に
匹
敵
し
得
る
と
い
う
訳
で
も
な
い
が
、
山
脇
氏
以
来
の
諸
解
剖
図
と
比
較
す
れ
ば
、
精
密
で

巧
み
な
点
は
そ
の
比
で
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
に
本
邦
が
西
洋
の
「
精
」
に
及
ば
な
い
の
か
。
そ
れ
は
一
般
の
人
聞
の
意
識
の

問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
西
洋
で
は
、
憶
測
だ
と
か
、
不
明
の
事
柄
が
そ
の
ま
ま
捨
て
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
潔
し
と
し
な

い
。
異
病
あ
る
も
の
は
遺
言
し
て
遺
体
を
解
剖
に
供
し
、
人
は
こ
れ
を
決
し
て
罪
悪
視
せ
ず
、
勇
気
あ
る
行
為
と
す
る
。
解
決
困
難
の
問

題
は
解
決
す
る
ま
で
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
行
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
五
聖
に
お
い
て
も
精
密
の
度
合
い
が
加
え
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る

が
、
我
国
で
は
ど
う
か
と
云
う
と
、
こ
れ
と
は
全
く
反
対
で
、
「
憶
度
知
と
為
し
、
実
験
悪
と
為
し
、
高
談
仁
と
為
し
、
断
裁
惨
と
為
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

勇
有
り
と
錐
も
往
顧
み
ず
、
之
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
者
、
観
転
業
官
需
を
允
す
こ
と
希
な
る
所
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
日
に
し
て
九
臓
百

骸
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
解
体
を
し
て
行
く
そ
の
傍
ら
か
ら
写
生
し
て
行
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
西
洋
の
書
よ
り
粗
と
な
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

は
当
然
だ
、
と
元
俊
は
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
「
運
上
の
時
に
当
り
、
即
ち
一
刻
一
観
、
一
割
一
模
、
寛
に
日
哺
に
至
」
と
云

う
言
葉
で
も
解
る
よ
う
に
、
一
日
の
作
業
の
あ
わ
た
だ
し
さ
と
、
そ
の
中
で
の
、
正
確
を
期
そ
う
と
す
る
真
剣
さ
が
よ
く
表
わ
れ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
こ
の
『
平
郎
蔵
図
騒
が
描
か
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
作
図
の
上
か
ら
見
て
も
、
西
洋
解
剖
書
と
の
間
に
は

大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
医
学
的
な
観
点
か
ら
の
精
粗
、
正
確
不
正
確
の
違
い
は
別
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、



　
　
例
え
ば
、
西
洋
解
剖
学
の
原
典
と
も
云
う
べ
き
、
十
六
世
紀
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
フ
ァ
ブ
リ
カ
（
図
1
7
）
と
比
べ
て
見
る
と
、
そ
の
違
い

　
　
は
大
き
い
。
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ソ
チ
の
解
剖
図
以
来
、
フ
ァ
ブ
リ
カ
に
来
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
西
洋
の
解
剖
書
は
、
想
像
の

　
　
中
で
描
く
こ
と
が
非
常
に
発
達
し
て
い
た
。
剥
か
れ
た
皮
を
ぶ
ら
さ
げ
た
人
体
で
も
、
表
情
豊
か
に
風
景
の
中
に
立
っ
て
い
る
し
（
図

　
　
1
7
1
2
）
、
骸
骨
で
す
ら
生
け
る
も
の
の
如
く
描
か
れ
て
い
る
（
図
1
7
1
1
）
。
こ
れ
は
、
人
体
と
い
う
も
の
が
画
家
の
購
想
の
中
で
再
構

　
　
成
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
日
本
の
解
剖
図
に
於
て
は
、
切
り
き
ざ
ま
れ
た
人
体
が
痛
々
し
く
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
横
た
え
ら
れ
、

　
　
ち
ぎ
れ
た
肉
片
、
こ
び
り
つ
い
た
血
液
ま
で
も
そ
の
ま
ま
の
現
状
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
写
し
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
顕
著

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
凹
平
郎
蔵
図
』
（
図
2
3
）
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
人
体
の
構
造
に
対
す
る
理
解
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
。
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ば
、
人
体
構
造
の
中
の
筋
肉
に
つ
い
て
見
て
み
れ
ば
、
筋
肉
と
い
う
意
識
は
ま
だ
な
く
、
解
体
に
あ
た
っ
て
も
肉
塊
と
し
て
処
理
を
し
て

　
　
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
い
き
な
り
内
臓
に
達
す
る
ま
で
切
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
西
洋
の
解
剖
で
は
、
一
つ
一
つ
を

　
　
剥
し
取
り
、
確
認
を
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
西
洋
の
構
造
的
解
剖
図
と
、
日
本
の
写
獣
的
解
剖
図
の

　
　
違
い
が
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
8
『
発
鞭
蔵
図
』
（
寛
政
八
年
－
一
七
九
六
）
（
図
2
4
）

　
　
　
江
戸
で
は
『
解
体
新
書
』
が
発
刊
さ
れ
、
杉
田
玄
白
が
蘭
学
興
隆
の
旗
印
を
挙
げ
て
後
、
そ
の
普
及
た
る
や
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ

　
　
た
が
、
京
都
で
の
蘭
学
興
隆
に
は
、
・
小
石
元
俊
の
果
た
し
た
役
割
が
き
わ
め
て
大
き
い
。
『
解
体
新
書
』
発
刊
後
、
元
俊
の
熱
い
ま
な
ざ

　
　
し
は
常
に
玄
白
に
注
が
れ
、
玄
白
が
京
に
滞
在
す
る
と
、
最
も
熱
心
に
彼
を
訪
閲
し
て
質
問
を
あ
び
せ
る
の
が
元
俊
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

　
　
玄
白
の
『
蘭
学
事
始
』
の
中
で
生
き
生
き
と
語
ら
れ
て
い
る
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
、
や
が
て
元
俊
は
自
ら
も
江
戸
に
赴
き
、
大
槻

　
　
玄
沢
宅
に
寄
宿
し
な
が
ら
杉
田
織
豊
ら
と
交
り
、
翌
天
明
七
年
帰
京
し
た
。
し
か
し
、
翌
天
明
八
年
、
京
都
の
大
火
で
大
坂
に
移
っ
た
元

67

@
俊
は
、
寛
政
八
年
九
月
に
再
び
京
に
帰
り
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
は
男
刑
屍
を
解
体
し
た
。
そ
の
時
の
解
剖
記
録
が
こ
の
『
発
鞭
臓
図
』

14　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
七
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四
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八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
六
　
　
　
　
一
八
三
〇
（
1
6
）

で
、
図
解
を
担
当
し
た
の
が
円
山
派
の
画
家
と
云
わ
れ
る
中
井
藍
江
（
明
和
三
一
天
保
元
）
で
あ
っ
た
。
現
存
す
る
無
給
の
背
表
紙
部

分
の
墨
書
に
は
、
こ
の
解
剖
に
際
し
て
の
詳
細
は
元
俊
の
『
農
工
文
集
』
に
見
え
る
と
あ
る
が
、
今
こ
の
『
曇
霞
文
集
』
の
存
在
が
不
明

の
た
め
、
こ
の
時
の
解
答
の
詳
細
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
と
に
か
く
、
こ
の
解
剖
図
巻
か
ら
は
、
棲
じ
い
解
剖
時
の
学
力

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
処
刑
後
、
両
脚
を
屈
し
て
桶
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
既
に
死
硬
直
が
始
ま
っ
て
い
た
と
見
え
、
脚
部

は
屈
せ
ら
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
綱
で
吊
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
剥
ぎ
取
ら
れ
た
皮
の
断
片
が
残
り
、
臓
器
は
未
だ
薄
い
被
膜
状
の
も
の
で
覆

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
か
ら
徐
々
に
内
臓
臓
器
が
取
り
出
さ
れ
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
精
写
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
発
意
臓
図
』

も
や
は
り
解
剖
の
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
よ
う
と
し
た
日
本
独
特
の
写
景
的
解
剖
図
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

　
ω
『
施
薬
院
解
男
体
図
』
（
寛
政
十
一
年
－
一
七
九
九
）
　
（
図
2
5
）

　
寛
政
十
年
二
月
、
施
薬
院
三
雲
環
善
と
山
脇
東
海
の
主
宰
で
、
小
石
元
俊
指
導
の
下
に
男
刑
屍
の
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
。
各
地
か
ら
総

計
五
十
八
人
が
集
ま
り
解
剖
の
現
場
を
観
た
。
そ
の
中
に
は
吉
村
蘭
洲
、
其
の
患
子
孝
敬
、
そ
し
て
応
挙
二
男
木
下
応
受
の
三
人
の
画
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

が
紙
筆
を
と
っ
て
言
前
に
し
ゃ
が
み
込
み
、
三
人
相
助
け
合
っ
て
解
体
の
過
程
を
描
く
姿
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
寛
政
十
一
年

に
完
成
さ
れ
た
の
が
こ
の
『
施
薬
院
解
男
体
図
』
で
あ
っ
た
。
図
は
精
巧
を
き
わ
め
、
画
家
の
作
品
と
し
て
も
き
わ
め
て
完
成
度
の
高
い

も
の
で
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
解
剖
図
の
中
で
も
最
高
の
も
の
と
云
え
よ
う
。
全
五
十
九
図
の
情
痴
に
は
、
元
俊
の
手
に
な
る
簡
単

な
説
明
が
施
さ
れ
、
そ
れ
に
橋
本
宗
吉
の
手
で
蘭
字
に
よ
る
器
管
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
解
剖
書
に
付
さ
れ
た
序
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
三
人
の
画
家
の
手
に
な
っ
た
こ
の
解
剖
図
は
、
西
洋
の
解
剖
図
の
精
度
に
比
べ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

未
だ
及
ば
な
い
が
、
五
臓
百
骸
の
大
体
を
観
察
す
る
に
は
十
分
足
り
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
絵
画
的
に
見
て
、
そ
の
描
写
力
は
元

俊
が
云
う
よ
う
に
決
し
て
酒
洋
の
解
体
図
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
元
俊
自
身
、
解
剖
の
技
術
そ
の
も
の
が
西
洋
の
解
体
の
巧
み
さ
に
及

ば
な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
一
陰
に
し
て
上
訴
百
骸
を
尽
さ
ね
ぽ
な
ら
ず
、
解
剖
者
は
隠
を
索
め
幽
を
探
る
こ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

と
は
と
う
て
い
で
き
な
か
っ
た
が
為
に
、
図
を
描
く
者
も
密
模
真
写
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
こ
の
『
施
薬
院
解
男
体
臓
図
』
は
、
描
写
力
と
し
て
は
恐
ら
く
西
洋
の
解
剖
書
に
は
決
し
て
劣
ら
ぬ
、
精
度
の
高
い
も
の

で
あ
り
、
画
家
の
力
量
と
し
て
は
最
高
の
域
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
医
師
元
俊
の
目
か
ら
見
て
、
も
し
精
度
が
劣
る
よ
う

に
見
え
た
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は
こ
の
図
を
描
い
た
円
山
派
の
画
家
達
の
力
量
の
問
題
で
は
な
く
、
彼
等
が
は
っ
き
り
と
認
識
で
き
る
よ
う

な
形
で
解
体
で
き
な
か
っ
た
執
刀
の
未
熟
さ
に
帰
因
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
解
体
に
関
係
の
な
い
人
体

の
部
分
は
非
常
に
正
確
に
描
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
画
家
の
力
董
と
し
て
は
、
も
う
こ
こ
ま
で
く
れ
ぽ
、
し
っ
か
り
見
る
こ

と
が
で
き
さ
え
ず
れ
ば
、
必
ず
正
確
に
描
い
て
見
せ
る
だ
け
の
技
術
は
十
分
に
備
え
て
い
た
と
見
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
と
な
る
と
、
そ

れ
は
や
は
り
解
体
そ
の
も
の
の
手
順
や
手
際
、
そ
の
方
法
に
む
し
ろ
欠
点
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
こ
の
章
で
は
、
外
科
書
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
種
類
が
存
在
し
、
江
戸
時
代
、
特
に
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に

か
け
て
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
眺
め
て
き
た
訳
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
円
山
応
挙
と
こ
れ
ら
外
科

書
と
の
関
係
を
も
う
少
し
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

三
　
外
科
書
と
円
山
応
挙

　
　
　
応
挙
が
外
科
書
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
を
初
め
て
目
に
す
る
の
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
『
萬
誌
』
の
記
事
の
中
で
の
こ
と

　
　
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
語
ら
れ
た
言
葉
の
内
容
を
き
っ
か
け
と
し
て
外
科
書
の
検
討
を
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
応
挙
が
外
科
書
の
こ
と
を

　
　
語
っ
た
明
和
四
年
と
い
う
時
点
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
邸

　
　
　
ま
ず
認
識
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
薗
学
が
非
常
な
隆
盛
を
見
せ
る
十
九
世
紀
以
前
は
、
漢
方
的
な
和
漢
外
科
が
長
く
底
流
と
し
て
存

　
　
在
し
続
け
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
へ
、
桃
山
時
代
以
降
、
南
蛮
外
科
知
識
が
流
入
し
、
江
戸
時
代
、
十
七
世
紀
に
入

69

@
っ
て
や
が
て
紅
毛
外
科
へ
と
移
行
し
、
十
八
世
紀
後
半
は
外
科
知
識
が
南
蛮
的
な
も
の
か
ら
紅
毛
的
な
も
の
へ
と
移
行
し
終
え
た
時
期
で

14　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
九
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@
あ
っ
た
と
云
え
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
現
象
に
折
り
重
な
る
よ
う
に
し
て
、
蘭
書
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
書
の
流
入
と
そ
の

　
　
翻
刻
が
見
ら
れ
、
更
に
日
本
に
於
て
実
際
の
解
剖
と
そ
の
記
録
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
絵
画
的
人
体
表
現
と
の
係
わ
り

　
　
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
な
お
す
と
、
最
も
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
当
然
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
書
の
輸
入
及
び
そ
の
翻
刻
書
と
、
実
際

　
　
の
解
剖
記
録
と
し
て
の
外
科
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
前
章
の
③
㈲
節
で
触
れ
た
事
柄
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
明
和
四
年
（
一

　
　
七
六
七
）
と
い
う
時
点
に
至
る
ま
で
の
状
況
を
考
え
て
み
れ
ば
、
明
和
四
年
ま
で
に
存
在
し
得
た
輸
入
外
科
書
・
翻
刻
書
は
、
『
パ
レ
外

　
　
科
書
』
（
図
1
0
）
、
『
ハ
イ
ス
チ
ル
外
科
書
』
（
図
1
1
）
、
『
レ
ソ
メ
リ
ソ
外
科
書
』
（
図
1
3
）
、
及
び
パ
レ
外
科
書
の
部
分
的
翻
刻
書
で
あ
る

　
　
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
（
図
9
）
で
あ
り
、
ま
た
、
『
パ
レ
外
科
書
』
に
は
『
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
外
科
書
』
（
フ
ァ
ブ
リ
カ
）
（
図
1
7
）
の
劇
窃
が

　
　
見
ら
れ
る
の
で
、
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
そ
の
も
の
が
既
に
入
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
あ
る
に
し
て
も
、
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
に
類
す
る
人

　
　
体
解
剖
表
現
が
既
に
臼
本
に
存
在
し
て
い
た
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
一
方
、
実
際
の
解
剖
記
録
と
し
て
の
外
科
書
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
『
人
身
連
骨
真
黒
図
』
（
図
1
9
）
、
『
蔵
志
瞼
（
図
2
0
）
と
い
っ

　
　
た
も
の
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
明
和
四
年
と
い
う
時
点
に
於
て
、
応
挙
の
外
科
書
な
る
も
の
の
認
識
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
一
応
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
れ
ら
の
種
類
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
応
挙
が
現
に
「
人
物
具
体
得
ハ
胃
癌
躰
骨
肉
ヲ
考
而
可
歯
並
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

　
　
な
人
体
に
お
け
る
骨
と
肉
の
認
識
を
得
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
外
科
書
で
十
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
、
『
蔵
志
』
（
図
2
0
）
を
見
た

　
　
だ
け
で
も
、
人
体
の
構
造
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
は
決
し
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
、
首
の
切
口
の
真
中
に
は
白
い
骨
が
通
り
、
そ
の

　
　
周
囲
を
肉
が
取
り
巻
い
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
「
始
メ
胸
ヲ
剥
グ
、
一
条
ノ
直
隠
、
笏
ノ
如
キ
モ
ノ
ア
リ
。
天
承
ヨ
リ
隔
膜
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
二
至
ル
。
左
右
ノ
肋
骨
略
九
枚
ニ
シ
テ
、
猶
、
橡
ノ
梁
二
浸
ス
ル
が
如
シ
」
と
云
う
山
脇
東
洋
の
言
葉
は
、
人
体
の
支
柱
と
し
て
の
骨
格

　
　
の
存
在
を
い
や
が
上
に
も
認
識
さ
せ
る
。
輸
入
外
科
書
に
あ
っ
て
は
、
肉
の
存
在
や
骨
の
存
在
、
更
に
は
肉
と
骨
の
密
接
な
か
か
わ
り
が

　
　
な
お
さ
ら
明
瞭
に
な
る
。

　
　
　
応
挙
は
明
和
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の
外
科
書
を
通
し
て
人
体
に
お
け
る
肉
と
骨
の
存
在
を
明
確
に
認
識
し
、
そ
の
認
識



　
　
が
人
体
表
現
の
上
に
も
是
非
必
要
で
あ
る
と
感
じ
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
京
都
に
於
て
は
、
特
に
享
保
以
降
、
古
医
方
の
医
家
た
ち
に

　
　
よ
る
「
親
試
実
験
」
の
精
神
、
即
ち
実
証
精
神
が
う
ち
た
て
ら
れ
、
山
脇
細
砂
の
『
愛
妻
』
は
そ
う
し
た
傾
向
の
一
つ
の
結
果
を
与
え
た

　
　
も
の
で
、
物
を
見
る
こ
と
の
重
要
性
を
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
傾
向
は
明
和
か
ら
安
永
に
か
け
て
益
々
大
き
な
う
ね
り
に
成

　
　
長
ず
る
が
、
従
来
の
画
家
達
に
は
お
よ
そ
無
縁
で
あ
っ
た
人
体
に
対
す
る
こ
の
種
の
認
識
が
応
挙
の
中
に
生
ま
れ
た
の
も
、
彼
が
正
に
そ

　
　
の
う
ね
り
の
只
中
に
居
た
か
ら
で
、
入
体
に
対
す
る
応
挙
自
身
の
問
題
意
識
が
こ
の
う
ね
り
の
中
で
先
鋭
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
明
和
五
年
前
半
期
に
応
挙
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
「
画
者
有
ご
格
物
窮
理
↓
窮
一
理
画
一
方
物
↓
不
レ
依
H
飾
話
本
固
有
下
世
界
放
二
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
意
一
所
ワ
作
也
、
彩
色
亦
同
」
。
こ
こ
で
云
う
「
格
物
窮
理
」
は
も
は
や
聖
賢
が
書
を
読
み
、
沈
思
瞑
想
す
る
、
あ
の
朱
子
学
的
標
語
で
は

　
　
な
く
、
実
証
を
伴
う
精
神
を
意
味
し
た
も
の
で
、
蘭
学
的
（
洋
学
的
）
実
証
精
神
の
影
響
を
は
っ
き
り
と
受
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る

　
　
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
応
挙
が
外
科
書
な
る
も
の
を
意
識
し
始
め
た
明
和
四
・
五
年
頃
の
外
科
書
の
状
況
と
応
挙
の
関
係
は
ほ
ぼ
理
解
し
得
た
と
思
う
。
次
に
、

　
　
日
本
で
実
施
さ
れ
た
解
剖
記
録
と
し
て
の
外
科
書
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　
　
　
ま
ず
、
『
玉
砕
臓
図
』
（
図
2
2
）
以
前
の
も
の
と
、
『
平
郎
蔵
図
』
（
図
2
3
）
以
降
の
も
の
と
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
点
に
注
目
し

　
　
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
相
異
を
も
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
図
絵
化
に
於
て
イ
ラ
ス
ト
的
性
格
を

　
　
強
く
持
つ
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
於
て
は
、
あ
り
の
ま
ま
を
写
し
取
ろ
う
と
す
る
、
写
実
性
の
高
い
表

　
　
現
を
特
色
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
興
味
あ
る
点
は
、
前
者
の
場
合
、
例
え
ば
『
蔵
志
』
の
画
家
・
浅
沼
佐
盈
は
後
に
は
応
玉
門
に
入

　
　
つ
た
と
い
う
書
い
伝
え
ば
あ
る
も
の
の
、
当
時
未
だ
画
家
と
し
て
は
素
人
で
あ
っ
た
し
、
『
解
屍
篇
』
の
作
者
・
青
木
夙
夜
は
文
人
画
家

　
　
で
あ
り
、
『
玉
砕
臓
図
』
の
菅
誠
意
は
画
家
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
る
。
所
が
、
後
者
に
な
る
と
、
円
自
派
の
画

　
　
家
達
が
深
く
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
解
剖
が
度
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
精
度
の
高
い
描
写
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

狙
に
な
り
、
医
師
の
側
か
ら
の
要
求
に
答
え
得
る
唯
一
の
画
家
集
団
と
し
て
、
写
実
的
な
画
風
を
特
色
と
す
る
円
山
派
が
饗
す
る
．
．
と
に

1　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
一
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な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
解
剖
の
記
録
に
於
て
は
、
円
山
派
の
登
場
に
よ
っ
て
格
段
に
高
度
な
、
且
つ
精
巧
な
解
剖
図
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
た

同
時
に
、
逆
の
見
方
を
す
れ
ば
解
剖
と
い
う
事
実
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
円
山
派
の
画
風
が
、
物
の
本
質
に
迫
る
写
実
性
と
云
う

点
に
於
て
一
層
洗
錬
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
『
解
屍
篇
』
や
『
玉
砕
臓
図
』
が
制
作
さ
れ
た
明
和
八
・
九
年
は
勿
論
の
こ
と
、
天
明
期
以
降
、
応
挙
周
辺
の
画
家
達
が
解

剖
図
に
名
前
を
残
し
始
め
た
頃
に
あ
っ
て
も
、
応
挙
の
手
に
な
る
解
剖
書
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
尤
も
、
安
永
期
の
解
剖
書
が
詳

か
で
な
い
の
で
、
推
量
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
が
、
応
挙
が
自
ら
の
名
を
記
し
た
解
剖
書
が
存
在
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
少
な
い
と

思
わ
れ
る
。
当
時
、
解
剖
は
非
常
な
制
約
の
下
に
あ
っ
た
。
一
般
の
人
々
の
精
神
の
底
流
に
は
、
な
お
儒
教
的
思
想
が
流
れ
て
い
た
が
た

め
に
、
人
体
解
剖
に
対
す
る
罪
悪
感
が
根
強
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
や
は
り
世
間
一
般
に
は
奇
異
な
も
の
と
映
っ
て
い

た
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、
進
取
の
気
性
の
激
し
い
医
者
達
は
解
剖
を
実
施
し
て
い
た
訳
で
あ
り
、
外
界
の
事
物
の
本

質
的
な
表
現
に
迫
ろ
う
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
応
挙
も
、
解
剖
と
い
う
新
し
い
事
態
に
非
常
な
関
心
を
示
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
名
声
を
得
、
一
大
画
家
集
団
の
主
宰
者
た
る
地
位
を
得
つ
つ
あ
っ
た
応
挙
だ
け
に
、
却
っ
て
表
立
っ
て
解

剖
書
を
自
ら
手
が
け
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
天
明
以
降
、
解
剖
書
作
成
に
要
求
さ
れ
る
高
度
な
描
写

力
を
充
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
写
実
的
描
法
を
得
意
と
す
る
円
山
派
を
お
い
て
他
に
は
な
か
っ
た
と
思
お
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

時
期
に
あ
た
っ
て
、
た
と
え
応
挙
の
名
は
出
な
く
と
も
、
そ
の
周
辺
の
画
家
達
が
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
応

挙
自
身
の
解
剖
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
応
挙
の
解
剖
図
こ
そ
未
だ
発
見
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
人
物
の
裸
体
図
や
骨
格
図
を
応
挙
は
描
い
て
い
る
。

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
描
か
れ
た
『
人
物
正
写
惣
本
』
（
天
理
大
学
図
書
館
蔵
）
（
図
2
6
）
は
解
剖
図
と
い
う
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、

恐
ら
く
日
本
の
美
術
の
中
で
の
始
め
て
の
本
格
的
な
裸
体
図
で
あ
る
。
ま
た
、
応
挙
寺
と
し
て
有
名
な
大
乗
寺
の
所
蔵
に
な
る
「
白
骨
坐



　
禅
図
L
（
図
2
7
）
は
、
解
剖
学
的
目
的
で
描
か
れ
た
骨
格
図
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
図
も
、
解
剖
さ
れ
た
骨
格
を
実
際
に
見
な
け

　
　
れ
ば
描
け
る
も
の
で
は
な
い
。
い
わ
ぽ
解
剖
の
成
果
を
作
品
化
し
た
も
の
と
し
て
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
応
挙
が
人
物
を
描
く
に
あ
た
り
、
そ
の
具
体
性
を
得
る
た
め
に
は
、
ま
ず
体
の
中
心
た
る
骨
格
を
考
え
、
こ
れ
に
肉
を
付
け
よ
、
と
主

　
張
す
る
そ
の
考
え
方
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
外
科
書
か
ら
得
た
も
の
の
実
感
が
あ
っ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、

　
骨
肉
を
持
っ
た
人
体
と
い
う
も
の
の
認
識
は
、
人
物
を
描
く
際
に
も
、
当
然
、
衣
の
中
の
肉
体
と
い
う
も
の
を
は
っ
き
り
と
自
覚
さ
せ
た

　
　
に
違
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
実
は
非
常
に
大
き
な
意
識
の
変
化
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
従
来
、
人
物
図
と
い
う
も
の
は
、
着
物
を

　
着
た
そ
の
着
物
の
形
、
即
ち
そ
の
輪
郭
線
を
人
体
と
意
識
す
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
外
科
書
は
、
否
応
な
し
に
衣

　
　
の
下
の
裸
体
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
意
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
応
挙
は
、
「
人
物
ヲ
脇
骨
先
骨
法
ヲ
定
、
次
二
衣
裳
ヲ
付
ヘ
シ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
…
初
心
ニ
ハ
先
裸
鰯
二
老
幼
男
女
鷲
鼻
、
是
二
衣
裳
ヲ
付
ヘ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
云
う
「
骨
法
」
は
、
伝
統
的
な
「
画
の
六

　
　
法
」
の
中
で
云
わ
れ
て
い
る
「
骨
法
用
筆
」
の
骨
法
と
は
全
く
意
味
を
異
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
伝
統
的
な
、
物
の
輪
郭
と
い
う
意
味

　
　
か
ら
、
人
体
の
骨
組
と
い
う
意
味
に
転
換
さ
れ
、
ま
ず
骨
組
を
考
え
、
肉
を
付
け
、
更
に
そ
の
上
に
衣
を
着
せ
よ
、
と
云
っ
て
い
る
の
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
『
人
物
描
写
図
法
』
（
南
部
国
立
博
物
館
蔵
）
（
図
2
8
）
は
応
挙
の
い
わ
ぽ
人
物
ク
ロ
ッ
キ
ー
に
相
当
す
る
も
の
で
、
現
在
は
そ
の
版
本

　
　
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
身
体
の
微
妙
な
動
き
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
わ
る
衣
の
形
を
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
絵
画
制

　
　
作
の
過
程
で
、
骨
組
や
肉
付
が
成
さ
れ
た
後
に
、
肉
体
の
微
妙
な
動
き
と
衣
の
関
係
が
応
挙
の
頭
の
中
で
如
何
に
意
識
さ
れ
て
い
た
か
を

　
　
こ
の
種
の
作
口
叩
は
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
解
剖
と
は
、
人
体
を
ば
ら
ば
ら
に
し
、
人
体
の
構
造
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
体
の
構
造
の
各
部
が
理
解

　
　
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
絵
が
描
け
る
も
の
で
は
な
い
。
解
剖
と
は
、
ま
ず
衣
を
取
り
、
皮
を
剥
ぎ
、
肉
を
取
り
、
内
臓
を

73

@
検
し
、
骨
を
見
る
作
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
応
挙
に
と
っ
て
、
人
体
描
写
と
は
、
正
に
解
剖
の
逆
行
程
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。

14　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
三
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人
体
溝
造
を
認
識
す
る
と
、
今
度
は
、
丁
度
あ
の
レ
ン
メ
リ
ン
の
解
剖
書
（
図
1
3
）
の
シ
ー
ト
の
め
く
り
部
分
を
一
枚
一
枚
元
へ
戻
す
よ

う
に
、
ま
ず
骨
を
考
え
、
そ
れ
に
肉
を
付
け
、
皮
虜
で
覆
い
、
そ
れ
に
衣
を
着
せ
る
作
業
、
そ
れ
が
応
挙
に
と
っ
て
は
人
体
を
描
く
と
云

う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
人
間
に
は
老
い
も
若
き
も
あ
り
、
富
め
る
者
も
貧
し
き
老
も
、
あ
る
い
は
、
高
貴
な
る
者
も
賎
し
き
者
も
あ
る
。
人
間
の
皮

膚
に
は
血
が
通
い
、
豊
か
な
表
憶
が
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
人
間
に
は
そ
れ
に
備
わ
っ
た
品
格
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
応
挙
は
ま
ず
、

解
剖
か
ら
知
識
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
体
の
器
を
的
確
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
器
に
、
人
閥
が
本
来
持
つ
晶
位
や

豊
か
な
表
情
を
盛
り
こ
む
た
め
に
も
、
顔
の
造
り
を
中
心
に
、
形
と
意
味
の
連
関
を
細
か
に
分
析
し
た
相
書
の
知
識
を
是
非
と
も
必
要
と

し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
応
挙
が
必
要
と
し
た
相
書
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

四
　
相
書
と
は

　
こ
の
小
論
の
初
め
に
も
引
用
し
た
『
萬
誌
』
明
和
四
年
の
「
秘
聞
録
」
の
中
に
は
、
「
骨
法
相
法
一
式
レ
用
二
相
書
こ
と
い
う
応
挙
の
言

葉
が
碧
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
去
う
「
骨
法
」
は
、
外
科
書
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
骨
法
で
は
な
く
、
明
ら
か
に

「
骨
相
学
」
の
意
味
で
の
「
骨
法
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
応
挙
は
人
物
図
を
描
き
上
げ
る
の
に
、
骨
相
学
、
人
相
学
を
重
視
し
て
い
た
訳

で
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
得
る
た
め
に
相
書
を
用
い
よ
、
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
相
書
と
は
、
相
法
、
摺
学
に
関
す
る
書
物
の
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
顔
の
作
り
に
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
形
が
あ
り
、
骨
格

が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
、
も
の
の
形
が
、
あ
る
運
命
的
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
形
と
意
味
の
連
関
が
「
学
」
と
し
て

体
系
づ
け
ら
れ
た
一
種
の
擬
似
科
学
が
相
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
体
系
づ
け
ら
れ
た
相
学
の
内
容
を
実
際
に
応

用
し
て
、
人
間
の
運
命
を
探
り
、
病
を
予
知
す
る
と
い
う
実
践
的
な
方
法
が
梢
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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擬
似
科
学
と
し
て
の
相
学
が
体
系
づ
け
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
一
つ
一
つ
の
実
際
的
な
行
為
や
観
察
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る

が
、
そ
の
成
立
の
簡
単
な
歴
史
と
、
江
戸
時
代
の
十
八
世
紀
に
お
け
る
相
学
流
行
の
様
子
を
知
る
た
め
に
も
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
相
学
発
揮
』
を
手
が
か
り
に
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
内
容
に
即
し
て
、
相
書
の
何
で
あ
る

か
を
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
相
法
と
い
う
の
は
、
古
く
か
ら
、
人
間
の
体
の
部
分
部
分
を
観
察
す
る
と
い
う
、
非
常
に
素
朴
な
形
で
存
在
し
て
い
た
。
孟
子
が
云
っ

た
と
い
わ
れ
る
、
瞳
の
暗
い
人
間
は
心
憎
し
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
心
正
し
か
ら
ざ
る
人
問
の
瞳
は
暗
い
、
と
云
っ
た
よ
う
な
観
察
も

相
法
の
原
初
的
な
例
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
相
法
は
古
く
中
国
に
始
ま
っ
て
い
た
。

　
人
間
観
察
の
法
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
ろ
う
が
、
科
学
的
に
人
間
の
体
を
観
察
し
、
更
に
人
体
を
解
体
し
、
そ
の
中
ま
で
観
察
す

る
と
い
う
態
度
は
正
に
解
剖
学
と
い
う
体
系
に
則
っ
た
人
間
観
察
の
方
法
で
、
つ
ま
り
、
人
間
と
い
う
も
の
の
内
部
を
の
ぞ
き
見
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
生
け
る
人
間
の
体
を
解
体
し
、
屍
を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
、
相
学
で
は
、
生
き
た
人
間
の
生

き
た
姿
を
観
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
閥
の
運
命
を
見
る
、
と
云
う
所
に
発
し
て
い
る
。
色
好
、
即
ち
、
人
間
が
本
来
そ
の
体
の

内
部
に
持
っ
て
い
て
、
顔
や
皮
虜
等
、
人
間
の
表
面
に
現
わ
れ
て
く
る
色
を
観
察
し
、
そ
れ
を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の
運
命
の

み
で
な
く
、
病
や
健
康
等
、
人
体
に
ひ
そ
む
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
相
法
も
実
は
医
学
と
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

常
に
深
い
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
中
国
で
は
、
左
伝
、
史
記
、
国
語
国
策
等
の
古
書
に
人
を
相
す
と
い
う
こ
と
が
し
ぼ
し
ぼ
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
後
漢
の
時
、

嚢
陽
の
司
馬
徽
（
字
徳
操
）
と
い
う
人
物
が
い
て
、
よ
く
人
を
相
す
と
云
わ
れ
、
水
鏡
先
生
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
晋
の
楽
廣
も
よ
く
人
を

相
す
と
云
わ
れ
、
こ
の
人
物
を
賞
め
て
「
人
ノ
水
鏡
」
と
云
っ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
人
物
が
出
た
後
、
世
移
り
時
変
っ
て
相

法
相
術
も
衰
退
の
道
を
た
ど
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
唐
の
時
代
に
な
る
と
相
学
は
再
び
盛
ん
に
な
り
、
大
系
化
さ
れ
る
。
ま
ず
、
麻
衣
子
が
出
て
相
学
を
中
興
す
る
。
美
し
い

　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
五
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人
で
あ
っ
た
が
、
長
じ
て
世
の
載
を
厭
い
、
終
南
山
に
入
る
。
そ
こ
で
道
者
に
逢
い
、
相
術
を
得
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
宋
の
大
明
年
中
、

百
有
一
歳
で
他
界
し
た
と
云
う
。

　
麻
衣
子
の
相
術
は
宋
の
陳
博
（
字
図
南
）
希
夷
先
生
と
い
う
人
物
に
伝
え
ら
れ
、
本
格
的
に
相
術
と
い
う
も
の
が
整
理
さ
れ
て
、
一
種

の
学
問
的
な
大
系
化
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
こ
の
頃
か
ら
相
学
を
学
ぶ
老
も
多
く
な
っ
て
き
た
と
云
う
。

　
麻
衣
子
に
よ
り
衰
え
つ
つ
あ
っ
た
相
学
が
興
さ
れ
、
陳
希
夷
に
至
っ
て
大
系
化
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
二
人
は
相
学
の
中
興
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
特
に
陳
希
夷
の
『
神
相
全
編
』
は
、
中
国
、
日
本
の
相
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
行
く
。

　
明
の
時
代
に
入
る
と
、
大
系
化
さ
れ
た
稲
学
の
一
千
化
現
象
に
伴
い
、
万
暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
に
編
集
さ
れ
た
『
三
オ
図
会
』

「
身
体
七
巻
」
（
図
2
9
）
の
中
に
も
相
学
の
内
容
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
や
が
て
江
戸
時
代
に
日
本
へ
も
伝
え
ら
れ
て
、
日
本
に
お
け
る
相
書

刊
行
に
少
な
か
ら
ぬ
刺
激
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
応
挙
は
こ
の
『
三
才
図
会
』
を
絵
画
学
習
上
、
貴
重
な
も
の
と
考
え
て
い
た
訳
で

あ
る
が
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
外
科
書
と
共
に
応
挙
の
相
書
へ
の
関
心
を
も
開
か
せ
る
導
火
線
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。　

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
於
て
、
相
法
と
か
相
学
と
い
わ
れ
る
も
の
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
陰
本
で
も
人
を
相
す
る
と
い
う
こ
と
が
平
安
時
代
に
は
流
行
し
て
い
た
よ
う
で
、
少
納
墨
壷
長
は
よ
く
人
を
相
し
た
の
で
相
少
納
言
と

云
わ
れ
て
い
た
と
か
、
中
納
言
叢
々
は
、
毎
朝
鏡
に
向
っ
て
自
分
自
身
の
相
を
見
、
刑
死
の
免
れ
難
い
事
を
知
っ
て
入
定
し
た
が
、
遂
に

斬
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
っ
た
よ
う
な
話
は
、
相
術
が
既
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
現
象
が
中
国

か
ら
の
影
響
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
速
断
で
き
な
い
。
中
国
の
相
学
が
は
っ
き
り
し
た
形
で
日
本
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
や
は
り
江
戸
時
代

の
中
期
、
十
八
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
足
跡
を
明
確
な
形
で
残
し
た
の
は
仙
鶴
斎
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
は

長
崎
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
恐
ら
く
十
八
世
紀
に
な
っ
て
、
唐
船
に
よ
り
持
ち
渡
ら
さ
れ
た
中
国
の
寸
書
が
、
仙
鶴
斎
の
よ
う
な

人
物
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
仙
親
玉
は
や
が
て
享
保
の
頃
京
都
に
隔
て
梢
術
を
業
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る



　
　
相
学
は
こ
の
仙
鶴
斎
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
仙
鶴
斎
の
登
場
を
契
機
に
、
相
を
以
っ
て
名
を
成
す
者
が
輩
出
し
、
一
挙
に
相
学
の
流
行
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
ま
た

　
　
弊
害
も
現
わ
れ
る
。
即
ち
、
下
学
の
流
行
に
伴
っ
て
、
金
も
う
け
の
た
め
の
み
の
え
せ
相
老
が
出
没
す
る
こ
と
と
な
り
、
妄
に
珍
説
奇
景

　
　
を
と
な
え
て
人
を
欺
く
者
も
多
く
、
混
沌
と
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
状
態
を
見
か
ね
て
、
平
安
の
石
竜
子
は
憤
然
と
し
て
同
志

　
　
と
共
に
都
心
論
を
撰
び
、
こ
れ
を
世
の
相
法
を
学
ば
ん
と
す
る
者
に
授
け
て
、
相
の
何
で
あ
る
か
、
そ
の
本
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
し

　
　
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
石
竜
子
の
教
え
を
受
け
た
の
が
野
田
元
期
で
、
今
こ
こ
で
参
照
し
て
い
る
『
相
学
発
揮
』
は
こ
の
豊
隆

　
　
の
編
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
相
学
の
流
行
に
伴
っ
て
、
俗
書
や
え
せ
相
者
の
輩
出
も
あ
っ
た
が
、
明
和
、
安
永
、
天
明
、
寛
政
と
時
を
追
っ
て
、
梢
学
も
一
つ
の
時

　
　
代
を
特
色
付
け
る
も
の
へ
と
定
着
し
て
行
く
。
応
挙
が
『
萬
誌
』
の
中
で
相
書
の
重
要
性
を
説
い
た
の
は
明
和
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

　
　
彼
が
相
書
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
れ
に
注
目
し
た
の
は
、
外
科
書
の
場
合
と
同
様
、
正
に
相
学
流
行
と
い
う
時
代
を
背
景
に
し
て
の
こ

　
　
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
そ
れ
で
は
、
相
学
の
内
容
を
も
う
少
し
具
体
的
に
見
て
行
く
こ
と
に
し
ょ
う
。
相
を
見
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
は
ま
ず
人
間

　
　
の
形
姿
の
観
察
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
の
は
顔
で
あ
っ
た
。
ま
ず
顔
の
作
り
の
細
部
ま
で
分
割
し
、
形
に
対
す
る
鋭
い

　
観
察
が
な
さ
れ
、
次
に
は
色
の
観
察
が
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
相
学
に
於
け
る
色
の
観
察
と
い
う
の
は
非
常
に
む
つ
か
し
く
、
例
え
ば
、

　
　
『
相
学
発
揮
』
に
よ
る
と
、
霜
の
上
の
雪
を
見
分
け
、
雪
の
上
の
霜
を
感
じ
と
る
の
と
同
じ
位
、
困
難
且
つ
微
妙
な
問
題
で
、
心
を
専
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
に
し
、
詳
細
に
観
察
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
、
と
云
う
訳
で
あ
る
。

　
　
形
と
色
の
観
察
、
こ
の
二
つ
が
な
け
れ
ば
本
来
の
相
学
は
成
立
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
相
学
の
世
界
に
於
て
は
、
ま
ず
細
大
も
ら

　
　
さ
ぬ
微
細
な
観
察
と
い
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
観
察
の
、
い
わ
ぽ
統
計
学
的
成
果
が
相
書
を
成
り
立
た

77

@
し
め
て
い
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

14　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
入
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
七
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七
八

　
先
程
触
れ
た
応
挙
の
人
物
ク
ロ
ッ
キ
ー
と
も
い
え
る
『
人
物
描
写
図
法
』
の
中
に
は
柑
書
か
ら
の
メ
モ
も
描
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
応

挙
の
相
学
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
を
十
分
に
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
（
図
3
0
）
。
そ
れ
で
は
、
相
学
に
お
い
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
端
を
の
ぞ
い
て
お
こ
う
。

　
叢
書
を
翻
け
ぽ
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
顔
を
細
か
く
分
割
し
た
図
が
目
に
つ
く
（
図
3
1
）
。
ま
ず
人
間
の
顔
の
正
中
線
の
、
髪
際

か
ら
顎
先
に
至
る
ま
で
の
部
分
を
十
三
に
分
割
し
、
天
中
、
天
庭
、
司
空
、
中
正
、
印
堂
、
山
根
、
年
上
、
軸
上
、
準
頭
、
人
中
、
水
星
、

壷
漿
、
地
軸
、
と
名
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
正
中
線
を
中
心
に
し
て
、
左
右
対
称
に
、
髪
の
生
え
際
に
そ
っ
て
、
墳
墓
、
辺
地
、
高
広
、

駅
馬
、
好
門
。
額
の
部
分
を
中
心
か
ら
左
右
に
、
日
・
月
角
、
山
林
。
眉
に
沿
っ
て
、
交
友
、
福
堂
、
天
倉
等
々
、
顔
面
を
実
に
細
か
く

分
割
し
、
命
名
し
て
い
る
。
も
と
は
百
を
越
え
る
部
分
に
分
割
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
れ
が
段
々
に
整
理
さ
れ
て
図
3
1
の
よ
う
に
な

っ
た
と
云
う
。
相
学
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
顔
面
の
命
名
は
実
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
顔
の
作
り
、
構
造
そ
の
も
の

が
細
か
く
分
析
的
に
観
察
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
の
微
妙
な
形
が
詳
細
に
観
察
さ
れ
、
そ
の
部
分
が
持
つ

特
徴
的
な
形
や
色
が
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
幾
つ
か
の
例
を
こ
こ
で
掲
げ
て
み
る
と
、
図
3
2
－
1
は
天
庭

と
呼
ば
れ
て
い
る
部
分
、
即
ち
額
の
鐡
で
あ
る
が
、
右
上
の
よ
う
な
場
合
に
は
物
の
頭
と
な
る
印
で
、
武
士
の
場
合
に
は
非
常
に
出
世
を

す
る
が
、
一
般
人
の
場
合
に
は
却
っ
て
良
く
な
い
と
あ
る
。
右
下
の
よ
う
な
場
合
に
は
多
く
の
尊
敬
を
得
る
も
の
で
、
出
家
を
す
る
人
の

場
合
で
あ
れ
ぽ
必
ず
紫
衣
を
受
け
る
ほ
ど
高
位
に
つ
く
人
で
あ
り
、
俗
人
で
あ
っ
て
も
、
大
い
に
名
を
あ
げ
る
人
で
、
一
生
災
害
に
会
う

こ
と
は
な
い
。

　
図
3
2
i
2
は
印
堂
紋
、
即
ち
眉
間
の
鐵
の
こ
と
で
、
右
下
の
よ
う
な
形
は
卑
賎
下
愚
の
相
で
あ
り
、
男
女
共
に
立
身
は
遅
く
、
一
生
人

を
恨
ん
で
そ
の
身
は
寒
苦
す
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

　
図
3
2
1
3
は
眉
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
図
示
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
が
一
つ
一
つ
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
右
上
の
場

合
は
、
眉
は
清
ら
か
で
長
く
、
し
か
も
眼
よ
り
も
長
い
者
は
一
生
富
貴
。
多
く
の
人
の
尊
敬
を
得
て
家
は
豊
か
に
栄
え
る
、
と
云
う
の
で
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あ
る
。

　
図
3
2
1
4
は
眼
、
更
に
は
鼻
、
法
令
（
口
元
の
鐵
）
、
唇
、
等
々
と
い
っ
た
よ
う
に
、
顔
の
作
り
の
一
つ
一
つ
が
細
か
に
分
析
さ
れ
、

そ
の
形
の
特
色
と
、
そ
れ
を
有
す
る
人
間
の
性
格
や
運
命
が
明
晰
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
右
に
ほ
ん
の
数
例
を
掲
げ
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
形
と
意
味
の
連
関
が
各
部
に
つ
い
て
三
型
に
語
ら
れ
、
そ
れ
に
色
の
問
題
、
即

ち
気
色
の
観
察
が
加
え
ら
れ
る
。
相
学
に
お
け
る
「
気
」
と
は
賢
慮
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
、
「
色
」
と
は
皮
膚
の
表
に
現
わ
れ
出
た

も
の
を
意
味
す
る
。
形
の
特
色
に
更
に
「
気
色
」
の
観
察
が
加
え
ら
れ
て
、
複
雑
微
妙
な
人
間
性
の
読
み
が
そ
こ
に
加
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
相
学
に
於
て
は
、
形
や
色
（
気
色
）
の
細
か
な
分
析
と
、
そ
れ
を
有
す
る
人
閣
の
気
性
や
ロ
噸
格
、
病
や
運
命
等
の
微
妙

な
意
味
関
係
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
驚
く
べ
き
精
細
な
観
察
力
を
背
景
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
細
か
な

観
察
は
顔
の
み
で
な
く
、
更
に
拡
大
さ
れ
て
、
頭
部
へ
、
あ
る
い
は
顔
の
輪
郭
、
更
に
は
肩
や
胸
腹
、
手
足
、
等
々
、
人
体
の
到
る
所
に

拡
散
さ
れ
て
行
く
。

　
こ
れ
が
相
学
に
於
け
る
人
間
観
察
の
過
程
で
あ
る
が
、
相
書
の
中
で
は
、
人
間
の
諸
相
一
貴
い
者
、
暖
し
い
者
、
富
め
る
者
、
貧
し

い
者
、
長
寿
の
者
、
短
命
の
老
、
幸
福
の
者
、
不
幸
の
老
、
栄
達
を
求
め
る
老
、
孤
独
の
者
、
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
姿
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
い
る
。
相
書
を
翻
き
、
そ
の
分
析
を
通
じ
て
そ
こ
に
結
ば
れ
る
人
間
像
は
、
現
実
の
描
写
以
上
に
一
種
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

漂
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
相
書
の
中
の
世
界
は
、
一
見
、
何
か
人
聞
を
一
般
化
し
、
類
型
化
し
て
理
解
し
て
い
る
世
界
の
よ
う
に
見
え

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
、
長
い
年
月
を
か
け
、
数
多
く
の
人
々
が
、
観
察
と
分
析
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
得
ら
れ
た
も
の
で
、
い
わ
ぽ
、

一
種
の
人
間
の
統
計
学
で
あ
っ
た
と
も
云
え
、
そ
の
背
景
に
は
、
現
実
に
生
き
た
、
計
り
知
れ
ぬ
程
多
く
の
人
間
の
姿
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
応
挙
が
用
い
た
解
剖
学
と
は
、
死
体
の
内
部
を
観
察
し
て
、
人
体
の
構
造
を
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
よ
う
に
相
学
に

於
て
は
、
生
体
の
外
部
を
観
察
し
、
人
間
の
属
性
を
知
る
こ
と
が
鼠
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
糊
書
の
歴
史
の
概
略
を
述
べ
た
が
、
物
を
見
る
が
ま
ま
に
写
そ
う
と
思
え
ば
、
苦
も
な
く
写
せ
た
応
挙
が
、
何
故
に
、
現
実
の
人
間
の

　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
九
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顔
や
表
情
を
写
さ
ず
に
、
相
書
に
関
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
応
挙
ほ
ど
の
人
で
あ
れ
ば
、
目
の
当
り
に
す
る
人
間
を
好
き
な
よ
う

　
　
に
選
び
、
好
き
な
よ
う
に
描
け
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
。

　
　
　
解
剖
で
は
構
造
を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
解
剖
は
あ
く
ま
で
も
人
体
の
構
造
を
知
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の

　
　
で
、
応
挙
は
そ
れ
だ
け
で
は
自
分
の
描
き
た
い
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
出
せ
ず
、
意
味
付
与
が
成
さ
れ
な
い
為
、
相
書
の
人
相
学
、
骨
相

　
　
学
か
ら
そ
う
し
た
も
の
を
得
て
、
こ
れ
に
加
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
多
く
の
サ
ン
プ
ル
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
与

　
　
え
る
か
が
応
挙
に
と
っ
て
は
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
解
剖
学
が
構
造
学
の
問
題
で
あ
っ
た
と
す
れ
ぽ
、
相
学
は
構
成
学
の
問
題
で
あ

　
　
つ
た
と
云
え
る
が
、
共
に
、
透
徹
し
た
観
察
の
精
神
を
背
景
に
し
て
い
た
点
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
外
科
書
及
び
相
書
が
応
挙
の
人
物
表
現
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
概
略
を
見

て
き
た
。
外
科
書
や
相
書
か
ら
学
ん
だ
も
の
が
、
実
際
の
応
挙
の
作
品
の
中
に
ど
の
よ
う
な
形
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
詳
細
な

分
析
を
試
み
る
の
が
次
の
重
要
な
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
（
『
研
究
紀
要
』
第
六
号
京
都
大
学
文
学
部

美
学
美
術
史
学
研
究
室
）
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ほ
ん
の
一
例
を
掲
げ
て
こ
の
小
論
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

　
図
3
3
は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
、
応
挙
五
十
五
歳
の
年
に
描
か
れ
た
「
王
義
之
竜
虎
図
」
三
幅
対
（
大
乗
寺
蔵
）
の
中
幅
「
王
義

之
図
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
気
付
く
こ
と
は
、
人
体
が
大
変
自
然
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
応
挙
が
こ
の
よ
う
に
人
体
を
自

然
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
一
つ
に
は
人
体
へ
の
細
か
な
観
察
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
単
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
自
然
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
人
体
構
造
の
基
本
的
要
素
に
誤
り
が
な
い
と
云
う
こ

と
で
あ
る
。
い
か
に
写
真
の
よ
う
に
細
部
ま
で
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
よ
う
と
、
目
が
三
つ
あ
れ
ぽ
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し
他
方
、
多

少
顔
が
長
か
ろ
う
が
丸
か
ろ
う
が
、
そ
れ
は
そ
の
人
間
の
特
徴
で
あ
っ
て
、
不
自
然
な
こ
と
、
異
様
な
こ
と
に
見
え
る
訳
で
は
な
い
。
写



　
　
実
的
で
自
然
に
見
え
る
作
品
と
は
、
つ
ま
り
構
造
の
基
本
的
要
素
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
で
は
、
人
体
に
お
け
る
構
造
の
基
本
と
は
何
か
。
こ
こ
に
解
剖
学
的
知
識
が
必
要
と
な
る
。
応
挙
以
前
の
作
皮
に
は
、
ま
る
で
て

　
　
る
て
る
坊
主
の
よ
う
に
肩
が
な
い
も
の
が
あ
る
し
、
胴
が
異
様
に
長
い
も
の
、
首
の
付
き
方
、
足
首
の
方
向
な
ど
の
誤
っ
た
も
の
、
描
か

　
　
れ
た
衣
の
中
に
人
体
の
入
り
込
む
隙
間
の
な
い
も
の
、
衣
の
襲
が
肉
ま
で
食
い
込
ん
で
描
か
れ
た
不
自
然
な
も
の
ま
で
が
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
に
薄
し
、
応
挙
の
絵
に
於
て
、
例
え
ば
我
々
は
は
っ
き
り
と
王
義
之
の
肩
に
通
る
骨
や
肩
先
（
肩
峰
）
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
鎖
骨
と
肩
甲
骨
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
肩
の
面
、
そ
し
て
そ
の
上
に
肉
付
け
が
あ
り
、
肩
の
厚
味
を
形
作
っ
て
い
る
。
人
体
の
厚
味
は
、

　
　
た
だ
円
柱
の
よ
う
に
単
純
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
肋
骨
の
あ
る
上
部
と
、
そ
の
下
方
の
豊
か
な
肉
付
き
の
あ
る
部
分
等
、
両
者
が
明
ら
か

　
　
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
腕
や
手
首
や
膝
等
の
関
節
が
ど
こ
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
応
挙
は
人
体
を
、
構

　
　
造
学
（
解
剖
学
）
の
知
識
を
生
か
し
、
実
に
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
応
挙
が
、
人
物
図
翻
作
に
於
て
考
え
る
の
は
、
解
剖

　
　
の
逆
の
過
程
を
た
ど
る
方
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
、
人
体
を
決
定
し
、
一
番
の
も
と
で
あ
る
骨
を
考
え
る
。
骨
組
、
ま
た
そ
の
方
向

　
　
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
動
き
の
バ
ラ
ン
ス
、
性
別
や
年
齢
、
等
、
基
本
の
要
素
が
決
定
さ
れ
て
い
く
。

　
　
次
に
、
そ
の
上
に
肉
付
け
が
な
さ
れ
る
。
痩
せ
た
人
間
、
太
っ
た
人
間
、
若
者
の
の
び
や
か
な
肌
の
線
、
老
人
の
た
る
ん
だ
肉
、
等
、
更

　
　
に
細
か
な
決
定
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
人
体
の
線
を
的
確
に
把
握
し
、
衣
を
着
せ
て
い
く
。
決
し
て
衣
の
線
は
人
体
に
食

　
　
い
込
む
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
人
体
か
ら
不
自
然
に
浮
き
上
が
る
こ
と
も
な
い
（
図
2
8
）
。

　
　
　
こ
う
し
て
決
定
さ
れ
た
人
体
の
最
後
の
味
付
け
に
相
書
的
知
識
が
生
か
さ
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
決
定
さ
れ
た
人
体
の
、
人
間
と

　
　
し
て
の
内
面
を
表
現
す
る
の
が
相
書
的
要
素
で
あ
る
と
云
え
る
。

　
　
　
王
義
之
の
こ
の
図
（
図
3
3
－
2
）
を
相
学
的
に
見
て
、
ま
ず
目
を
歪
め
る
の
は
、
眉
目
で
あ
る
。
こ
の
眉
目
は
、
応
挙
自
身
が
手
控
え

　
　
の
中
で
、
「
貴
鳳
眼
眉
唾
天
倉
」
と
書
き
留
め
て
い
る
図
（
図
3
0
－
1
）
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
相
書
に
よ

捌
れ
遠
忌
眼
は
、
「
艘
。
シ
テ
波
贅
ク
眼
神
静
力
。
清
キ
ハ
慈
悲
専
フ
。
シ
テ
衆
人
ヲ
恵
ム
数
千
ノ
尊
敬
ヲ
受
テ
子
孫
。
栄
名
ヲ
伝

1　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
一
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フ
」
（
『
相
学
辮
蒙
』
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
眉
は
天
倉
を
払
う
と
云
う
の
で
あ
る
か
ら
、
竜
眉
と
云
わ
れ
て
い
る
も
の
に
当
り
、
そ
の

　
　
眉
の
形
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
秀
で
て
美
し
く
、
弓
な
り
に
屈
曲
し
て
細
く
薄
く
、
毛
並
は
き
れ
い
に
斜
め
に
そ
ろ
っ
て
、
ま
る
で
丹

　
　
漆
で
塗
り
込
め
た
天
子
の
庭
を
拝
す
る
如
く
で
あ
る
。
父
母
も
清
く
長
命
で
、
皆
高
貴
さ
を
備
え
、
群
集
の
中
か
ら
特
に
ぬ
き
ん
出
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
天
下
に
並
ぶ
も
の
が
な
い
、
と
去
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
鼻
は
や
は
り
応
挙
の
手
控
え
に
従
え
ば
、
「
貴
直
島
」
（
図
3
0
－
2
）
を
幾
分
斜
め
か
ら
の
位
置
に
修
正
し
て
用
い
て
い
る
。
こ
の
形
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
富
貴
に
し
て
大
に
家
を
成
す
、
と
い
う
こ
と
で
、
最
も
気
品
あ
る
鼻
の
形
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
　
　
法
令
、
即
ち
小
鼻
脇
か
ら
口
元
に
か
け
て
の
筋
で
、
こ
れ
な
ど
は
、
「
如
レ
此
ハ
官
禄
栄
名
ヲ
主
ル
俗
人
ト
イ
エ
ト
モ
物
ノ
頭
ト
成
ル
カ

　
　
又
芸
能
ア
レ
ハ
数
百
ノ
門
人
ヲ
集
ム
貴
賎
二
限
ラ
ズ
皆
発
達
高
名
ヲ
成
ス
ノ
相
ナ
リ
」
（
『
相
学
辮
蒙
』
）
と
云
わ
れ
て
い
る
も
の
に
当
る

　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
口
も
正
に
応
挙
手
控
え
の
「
仰
経
口
」
（
図
3
0
－
3
）
に
相
当
す
る
も
の
で
、
「
如
レ
此
仰
月
ロ
ト
畑
物
云
ト
キ
海
角
上
リ
唇
ノ
色
紅
潤

　
　
ニ
シ
テ
歯
ノ
根
ヲ
不
レ
露
格
好
ヨ
キ
ハ
大
二
富
貴
官
禄
ヲ
主
ル
ナ
リ
」
（
『
相
学
辮
蒙
』
）
と
云
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
口
を
開
く
と
海

　
角
（
口
元
）
は
や
や
上
り
、
唇
は
潤
い
を
も
っ
た
紅
色
を
し
て
い
る
。
更
に
目
を
ひ
く
の
は
、
僅
か
に
開
か
れ
た
口
か
ら
歯
並
び
を
見
せ

　
　
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
従
来
の
人
物
図
に
於
て
、
こ
う
し
た
歯
並
び
を
見
せ
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
意

　
図
的
で
あ
っ
て
、
応
挙
は
敢
て
こ
の
歯
並
び
、
つ
ま
り
、
大
き
く
且
つ
矩
形
に
整
っ
た
二
本
の
前
歯
と
、
そ
の
両
脇
に
規
則
正
し
く
並
ぶ

　
歯
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
学
的
な
意
味
、
即
ち
、
「
如
レ
出
歯
ハ
大
二
宜
シ
三
葉
金
鉄
ノ
如
シ
ト
云
忠
節
義
信
ヲ
守
ル
俗
人
ト
イ
エ

　
　
ト
モ
大
二
立
身
ス
又
芸
能
ア
レ
ハ
天
下
二
心
名
ヲ
揚
ル
カ
何
レ
物
ノ
頭
ト
ナ
ル
」
（
『
相
学
辮
蒙
』
）
と
云
う
相
学
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

　
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
歯
牙
に
つ
い
て
も
、
応
挙
自
身
手
控
え
を
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。
（
図
3
0
1
4
）

　
　
次
に
耳
に
も
注
目
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
も
応
挙
の
手
控
え
の
中
に
あ
る
も
の
（
図
3
0
i
5
）
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
と
云
っ
て
よ

　
い
。
相
書
の
中
で
は
「
金
耳
」
に
当
る
も
の
で
、
輪
も
郭
も
き
れ
い
に
整
い
、
耳
門
大
き
く
、
垂
珠
が
厚
く
た
っ
ぷ
り
と
し
て
い
る
も
の



で
、
運
が
強
く
、
「
官
二
進
ミ
禄
ヲ
益
シ
無
病
長
寿
ヲ
主
ル
」
（
『
相
学
辮
蒙
』
）
と
い
う
運
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
王
義
之
図
」
の
顔
を
例
に
と
っ
て
相
学
と
の
関
係
を
見
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
担
っ
た
部
分
を
総

合
し
、
一
つ
の
人
聞
像
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
誰
に
で
も
納
得
の
い
く
、
高
貴
で
且
つ
豊
か
な
気
最
を
備
え
、
書
聖
と
し

て
栄
達
を
き
わ
め
た
一
人
の
人
物
像
を
、
説
得
力
を
も
っ
て
見
る
者
に
伝
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
徹
底
し
た
写
生
と
共
に
応
挙
の
人
物
図
の
基
本
を
決
定
す
る
の
は
解
剖
学
的
知
識
で
あ
り
、
最
後
の
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
決
定
す

る
の
が
相
書
的
知
識
と
云
え
る
。
応
挙
の
人
物
図
を
語
る
上
に
、
こ
の
二
つ
は
非
常
に
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
が
な
か
っ

た
な
ら
ぽ
、
応
挙
は
単
に
物
を
そ
の
ま
ま
写
す
画
工
に
過
ぎ
ず
、
「
人
体
」
は
描
け
て
も
、
決
し
て
魂
の
通
っ
た
「
人
物
図
」
は
描
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
言
葉
を
変
え
て
云
え
ば
、
明
和
、
安
永
の
頃
、
新
し
い
傾
向
と
し
て
迎
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
解
剖
学
と

相
学
と
い
う
、
こ
の
二
つ
の
学
問
に
よ
り
、
応
挙
は
人
体
の
構
造
を
し
っ
か
り
と
っ
か
み
、
そ
れ
を
人
物
図
と
し
て
如
何
に
構
成
で
き
る

か
と
云
う
、
他
の
作
家
に
は
真
似
の
で
き
な
い
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）
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注（

1
）
　
拙
稿
「
応
挙
関
係
資
料
『
萬
誌
』
抜
葦
」
（
美
術
史
第
一
一
一
号
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
）
及
び
「
円
山
応
挙
の
絵
画
論
i
『
萬
誌
』
を
中

　
心
に
し
て
一
」
（
『
研
究
紀
要
』
第
三
号
　
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
研
究
室
　
｝
九
八
二
年
三
月
）

（
2
）
　
特
に
、
阿
知
波
五
郎
氏
『
近
代
日
本
外
科
学
の
成
立
一
わ
が
国
外
科
に
お
よ
ぼ
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の
影
響
』
（
日
本
一
皮
学
会
　
昭
和

　
四
十
二
年
二
月
）
、
及
び
『
京
都
の
医
学
』
（
恩
文
事
出
版
昭
和
五
十
五
年
八
月
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
特
に
、
杉
立
義
一
、
宗
田
　
一

　
両
先
生
の
払
型
6
5
並
び
に
ご
教
示
に
も
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

目
g
g
σ
q
出
。
陣
ω
8
巨
頃
①
巴
ぎ
昌
蝕
σ
q
①
o
包
2
≦
罵
昏
薦
窪

｝
o
訂
謬
ガ
。
白
日
①
甥
謬
（
μ
㎝
①
ω
一
H
①
ら
Q
ト
り
）
“
牢
p
・
×
譲
鐸
。
ω
ヨ
。
㈹
悉
切
ぼ
。
器
弘
8
S

『
阿
蘭
陀
経
絡
筋
脈
職
臆
図
解
』
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。

菅
野
陽
「
翻
刻
人
爵
図
、
手
術
図
一
ま
た
そ
の
青
図
に
つ
い
て
」
『
『
図
録
日
木
医
事
文
化
史
料
集
成
第
二
巻
』
）
に
よ
る
と
以
下
次
の
よ
う

江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
絹
書
と
人
休
表
現
の
闘
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
三
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四
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四

　
に
な
る
。
（
注
1
0
ま
で
）

　
↓
『
o
ヨ
霧
b
d
費
浄
巳
冒
（
H
①
目
？
c
。
O
）
”
》
轟
ε
ヨ
5
⑦
×
O
p
。
。
。
冨
層
一
b
d
母
β
鵠
艮
冨
く
。
艮
冨
ぎ
ω
簿
葺
剛
。
巴
び
蕊
：
…
」
H
①
課

（
7
）
ω
8
〈
魯
匪
睾
園
霞
（
H
象
O
山
“
8
）
”
U
。
巳
2
≦
冨
署
。
§
号
’
。
冨
8
巨
9
ド
雪
。
。

（
8
）
　
O
p
。
聲
p
。
口
切
p
。
同
浮
。
二
幅
（
旨
。
。
㎝
1
δ
b
。
O
）
」
田
島
ロ
ニ
。
器
。
。
印
5
p
8
目
ざ
p
9
δ
鼠
ω
お
8
艮
δ
歪
ヨ
8
貯
凶
〇
三
び
蕊
：
●
…
田
σ
q
信
ユ
ω
α
q
9
8
昌
p
。
o
p
。

　
匪
。
導
巳
切
鶏
昏
。
躍
ジ
H
①
⇒

　
但
し
、
「
解
体
新
書
」
で
カ
ス
パ
ル
か
ら
引
用
、
と
し
た
も
の
の
す
べ
て
が
、
ワ
ル
エ
ル
ダ
（
冒
§
＜
響
く
①
民
Φ
島
①
禺
p
。
垂
紐
8
）
本
の
イ
タ
リ
ア

　
語
版
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ル
エ
ル
ダ
本
は
、
解
剖
書
と
し
て
は
画
期
的
と
も
い
え
る
挿
図
の
美
し
さ
を
も
っ
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
〉
誉
爵
o
p
ω

　
＜
o
。
。
農
蕊
H
望
や
罐
）
の
ブ
ァ
ブ
リ
カ
（
O
①
o
o
無
言
冨
げ
目
ヨ
帥
三
訂
げ
門
ざ
四
目
導
同
。
。
o
営
。
旨
》
ゆ
霧
9
”
H
黛
ω
）
の
製
窃
と
い
わ
れ
て
い
る
Q
な
お
、
「

　
パ
レ
外
科
書
の
中
に
も
、
こ
の
フ
ァ
ブ
リ
カ
か
ら
剰
窃
さ
れ
た
部
分
図
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
画
期
的
と
も
い
え
る
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
が
西

　
洋
解
剖
書
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
本
か
ら
の
挿
図
（
図
1
7
）
を
参
考
に
掲
げ
て

　
お
い
た
。

（
9
）
＜
。
8
冨
同
O
鼻
2
（
δ
・
。
苧
♂
）
”
田
臼
轟
匿
ヨ
①
二
暮
・
ヨ
国
毎
日
唱
旨
9
9
。
冴
ヨ
ぎ
壽
三
8
畦
唱
9
ω
冨
「
牙
ヨ
冨
9
幕

　
但
し
、
こ
の
本
に
は
「
解
体
新
書
」
の
挿
図
と
合
致
す
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
菅
野
陽
「
翻
刻
解
剖
図
、
手
術
図

　
1
ま
た
そ
の
原
図
に
つ
い
て
」
）

（
1
0
）
　
》
ヨ
ぽ
。
冨
①
唱
餌
泳
（
3
嵩
み
O
）
”
》
9
8
旨
冨
¢
艮
お
。
。
①
臨
①
畠
償
8
台
p
。
プ
¢
ヨ
ρ
許
℃
餌
ユ
。
。
”
5
の
H
●

（
1
1
）
　
「
物
与
名
昭
々
乎
猶
日
月
之
不
可
覆
也
。
而
夫
朦
朧
者
一
膵
散
　
」

（
1
2
）
　
小
石
元
俊
の
「
解
体
図
序
」
に
よ
る
。

（
1
3
）
　
「
平
郎
蔵
図
補
遺
並
小
引
」

（
1
4
）
　
同
右

（
1
5
）
同
右

（
1
6
）
　
中
井
蒲
江
が
応
閉
門
で
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
『
捲
雲
要
略
』
『
扶
桑
画
人
伝
』
等
に
よ
る
と
、
藍
江
は
難
関
月
に
師
事
し
た
と
あ
る
が
、

　
蔀
斎
月
な
る
人
物
は
月
岡
雪
鼎
に
師
事
し
て
い
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
『
逸
人
画
史
飴
に
よ
る
と
、
応
挙
も
雪
勢
門
よ
り
出
た
と
い
う
説
を
と
っ
て

　
い
る
の
で
、
藍
江
も
あ
る
い
は
円
山
派
と
同
じ
サ
ー
ク
ル
の
中
に
居
た
か
、
何
ら
か
の
接
触
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
現
段

　
階
で
は
、
中
井
藍
江
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
錫
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。



（
1
7
）
　
「
吉
村
蘭
洲
及
縦
子
孝
敬
木
下
応
受
鰍
仕
諒
等
三
人
操
二
紙
筆
一
鶴
レ
几
而
鼎
二
足
其
労
一
総
計
凡
五
十
八
人
」
　
（
『
施
薬
院
解
男
体
図
』
観
レ
臓
人

　
員
）

（
1
8
）
　
「
自
レ
首
而
始
至
二
八
体
骨
一
嵩
終
断
割
凡
五
十
九
画
工
吉
邨
垂
耳
為
二
之
愚
論
錦
鯉
孝
敬
貫
受
木
下
応
受
助
レ
之
図
亦
五
十
九
墨
譜
レ
未
レ
及
二
夫
西
洋

　
解
体
図
之
精
微
一
亦
足
三
以
観
一
　
察
夫
五
臓
百
骸
之
梗
概
一
戸
」
（
「
施
薬
院
解
男
体
臓
図
巻
序
」
）

（
1
9
）
　
「
本
邦
為
二
此
迄
一
翼
非
レ
不
レ
多
率
土
レ
能
レ
及
二
夫
西
洋
解
体
家
之
悪
巧
一
拝
蓋
亦
其
為
レ
之
之
時
優
ト
レ
日
不
レ
ト
レ
夜
直
天
率
由
レ
能
レ
崇
三
一
朝
二

　
日
而
尽
二
九
臓
百
骸
一
焉
尋
者
既
不
レ
得
二
索
レ
隠
探
7
幽
図
者
亦
不
レ
得
二
密
模
真
写
一
故
也
」
（
『
施
薬
院
解
男
体
図
』
観
レ
蔵
人
員
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

　
二
心
ヲ
　
専
ラ
ニ
シ
テ
詳
厳
黙
ス
ヘ
シ
、

　
（
『
相
学
発
揮
』
色
脈
略
論
並
二
病
相
口
決
）

（
2
7
）
　
「
眉
秀
轡
轡
毫
且
稀
雁
行
六
七
無
心
塚
、
父
母
清
寿
皆
斉
貴
抜
手
超
群
天
下
奇
」
（
『
三
才
図
会
』
身
体
七
巻
）

（
2
8
）
　
「
功
名
富
貴
載
筒
住
準
頭
斉
直
不
偏
碧
山
根
心
高
年
寿
満
中
年
富
貴
大
成
家
」
（
『
三
才
図
会
』
身
体
七
巻
）

『
萬
誌
』
明
和
五
前
半
期
の
「
秘
聞
録
」
中
に
有
り
。
拙
稿
「
応
挙
関
係
資
料
『
萬
誌
』
抜
葦
」
（
美
術
史
第
H
目
号
）
参
照
。

山
脇
東
洋
『
蔵
志
』
よ
り

『
萬
誌
』
明
和
五
年
前
半
期
の
「
秘
聞
録
」
中
に
あ
り
。
拙
稿
「
応
挙
関
係
資
料
『
萬
誌
』
抜
葦
」
　
（
美
術
史
第
は
H
号
）
参
照
。

同
右
。

『
粗
学
発
揮
』
三
巻
　
南
筑
米
府
医
官
・
野
田
元
隆
長
勝
輯
撰
　
安
永
六
・
七
年
序

「
観
察
色
脈
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
盤
ヲ
ス
ル
モ
ノ
ハ
難
ニ
ア
ラ
ズ
」
（
『
相
学
発
揮
』
発
端
）

「
墨
汁
徹
力
日
ク
色
ヲ
弁
ス
ル
モ
ノ
町
上
二
雪
ヲ
弁
シ
、
需
上
二
霜
ヲ
弁
ズ
ル
如
シ
、
何
レ
ノ
処
コ
レ
霜
、
其
レ
ノ
処
コ
レ
雪
ナ
ル
コ
ト
ヲ
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
相
ヲ
観
ル
ニ
二
形
ヲ
弁
シ
、
次
二
色
ヲ
詳
ニ
ス
ベ
シ
、
一
ツ
モ
コ
レ
ヲ
失
ヘ
バ
毫
董
千
里
ノ
謬
ア
リ
謹
之
」

〔
後
　
記
〕
本
論
は
、
財
団
法
人
鹿
島
美
術
財
団
の
助
成
を
得
て
実
施
し
て
い
る
「
京
派
絵
画
の
調
査
研
究
」
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査

　
並
び
に
写
真
掲
載
に
際
し
て
は
、
所
蔵
者
各
位
の
ご
好
意
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
鹿
島
美
術
財
団
並
び
に
所
蔵
者
各
位
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼

　
申
し
上
げ
ま
す
。

（
筆
者
　
さ
さ
き
・
じ
ょ
う
へ
い
　
京
都
大
学
文
学
部
〔
美
学
美
術
史
学
〕
助
教
授
）
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The　Relationship　between　Anatomy　and　Physiognomy　Books　and

　　　the　Expression　of　Physical　Structure　in　Edo　Period　Painting：

　　　　　　　An　lntroduction　to　the　Figure　Painting　Research　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Maruyama　Okyo　（1733－1795）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Johei　Sasaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Associate　Professor　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aesthetics　and　Art　History，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Faculty　of　Letters，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto　U且三versity

　　In　this　short　essay，　rather　than　considering　as　a　subject　the　many

depictions　of　physica｝　structure　seen　in　anatomy　and　physiognomy　books，

the　kind　of　influence　that　these　books　exerted　on　the　expression　of　the

figure　in　painting　will　be　considered．

　　A　primary　question　concerns　why　these　anatomy　and　physiognomy　books

are　related　to　the　study　of　figure　rainting．　The　answer　can　be　found　in

Okyo’s　own　words　that　one　should　consult　anatomy　and　physiognomy

books　to　understand　skeletal　structure　and　form．　Furthermore，　Okyo　posited

that　when　one　paints，　this　kind　of　study　wi！1　provide　an　important　refer－

ence．　Keeping　Ol〈yo’s　personal　statements　in　mind，　the　following　points

can　be　considered．

　　First，　what　were　anatomy　and　physiognomy　books？　What　stage　of

development　had　these　books　reached　in　the　middle　of　the　Edo　Period？

Moreover，　what　facets　of　these　books　had　influenced　painting　especially

the　depiction　of　the　physical　structure？　With　these　questions　as　a　focus，

the　bacl〈ground　of　Okyo’s　figure　painting，　which　completed　the　reform　of

the　expression　of　the　figure，　is　investigated　herein．
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　　As　a　result　of　this　study，　it　can　be　stated　that　the　underlying　foundat－

ion　of　the　figure　painting　of　Okyo　is　a　know！edge　of　the　human　anatomy；

a　final　polish，　subtle　in　nuance，　was　provided　by　hls　1〈nowledge　of　physi－

ognomy．　These　disciplines　formed　the　two　pillars　beneath　the　creation　of

Okyo’s　figure　style．　Through　these　means，　Okyo　gained　a　firm　grasp　of

the　human　structure，　and　synthesized　it　into　a　consolidated　approach　to

the　art　of　figure　painting．

Le　probleme　de　1’imagination　et de　la　transcendance

　　　　　　∫）αノ・Sh6t6　Hase

　　　　　　Professeur　adjoint　a

　　　　　　1，UniverSit64e　KyOtO，

　　　　　　Facult6　des　Lettres，

　　　　　　ノ
　　　　　　Etu（玉es　re1igieuses

　　Au　point　de　d6part　de　la　philosophie　est　pose　“1’etonnement”，　parce　qu’il

a　la　facult6　de　p6n6trer　dans　les　profondeurs　cach6es　de　1’existence，　de

donner　une　ouverture　vers　son　mystere．　en　dit　aussi　que　la　philosophie

commence　par玉e“doute”，　mais　pourtant，　dans　l’6tonnement，　il　y　a岨e

chose　qui　ne　se　trouve　pas　dans　le　doute，　c’est－a－dire　qu’on　y　trouve　une

operation　positive　dirigee　vers　le　fond　de　1’existence．　L’6tonnement　possede

une　structure　oti，　bien　que　nous　ne　puissions　pas　encore　atteindre　la

connaissance　suMsante，　nous　en　savons　pourtant　d6ja　quelquechose．　C’est

pour　cette　raison　que　nous　pouvons　1ier　la　transcendance　et　Pimmanence

dans　la　structure　de　1’etonnement，　d6couvrir　ce　qui　relie　1’ici－bas　et　1’au－

dela．　Yop6ration　qu1　relie　ces　deux　mondes　et　qui　nous　permet　de　nous

transcender，　est　aussi　gen6ralement　saisie　sous　la　forme　de　1’imagination．

C’est　pourquoi，　en　saisissant　largement，　dans　i’imagination，　ce　qui　est　a
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